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前橋市は北に赤城山、西に榛名l．」．1を望む関東平野の北部を市域とした県郡であり  

ます。北から繭に貫流する利根川の滑流は「水と緑と結の町」を潤し、かっては「  

糸の川J」として養蚕製糸で栄えてきました。今人口28万余を擁し生漉教育都市を目  

指し、教育文化・商工業の調和のある「農かで、すばらしい社会を築く’、街づく  

り」を進めています。市では工業l朝地、住宅団地の造成を通し、桁祉、教育、文  

化、環境等の地相、拡充の施餓のひとつとして、清里前原住宅田地造成事業を前橋  

工業団地遺戒組合で進めています。この事業に伴う棚蔵文化財発掘調査業務とし  

て、前橋市埋蔵文化財発抑調査日jのもとで、発掘調査を実施したものであります。   

熊野谷Ⅲ・Ⅲ追跡（柄里前原住宅団地造成地）の所在する背梨子l町は前楠市中心  

市街地から西へ6km税にあり、利根川右岸前橋台地に榛名山火山斜面が被り、裾野  

になるこの他は桑畑の多い締盟かな戯村地相であります。   

周辺地頓には古来より国府や国分寺がおかれ、古代上野国の政治・文化の中心地  

域とされる元総社地区が3km程東南にあります。   

発抑調査は住宅団地造成地について実施し、平成元年度調査の「熊野谷Ⅱ追跡」  

では平安期の住居跡4軒、平成2年度調査の「熊野谷Ⅲ適跡」は平安期の住居跡16  

軒・方形遺構1ヶ所・溝過梢4条・土坑2ヶ所の仙、多数の土師郡・須恵損など過  

物を検出し、記録保存をいたしました。   

この調査報告書を刊行するにあたり、前柄工業団地造成組合を始めとする関係機  

関名方面の多くの方々の御理解と御協力を得たことに対し厚く御礼申し上げます。  

平成 3i†三 3 月  

前橋市埋蔵文化財発掘調査団  

団 艮 遠  藤  次  也   



吉   

本書は前橋工業団地造成組合の酒里前原住宅団地造成工印にさきがけて実施した埋蔵文化財   

の発掘調査報告薯である。  

熊 野 谷 Ⅱ遺 跡 （略称1A－42）  
くよのやいセさ  

1発掘調査は前橋工業団地造成潮腰（管即者柄水一郎）の香花を受け、前橋fI了壇！蔵文化財光軸   

調査団が実施した。  

2調 査担 当 者 遠藤和夫（前橋市域！戯文化財発抑那査l可1発射調査係員）  

園部守火（  〝  〝   ）  

井野修一（  〝  〝   ）  

鈴木雅浩（  〝  〝   ）  

新保一美（  〝  〟   ）  
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1，000 m2  

前橋市督梨子町字鵬野谷地内  

雅樹 平成元年 6 月 2 日 ～5F成元咋 6 月 26日  

生理 平成 2 年 8 月 21日 ～平成 3 年 3 月 25［】  

（製班！業務はスナガ環境洲J殻株式会祉が失地した。）  

遺 跡 （略称2A－42）  熊 野 谷 Ⅲ  

1発射調査は立合者 前橋市域！戯文化財発抑調査団（団長遠藤次也）の立ち合いのもとに、委   

託者 前橋工業団地造成組合（管理者潜水一郎）の香花を受け、スナガ環境測殻株式会社（   

代表取締役須永薦弘 前橋巾肖柳…J211－1）が実施した。  

2調 査担 当 省 園部守火（前楠市埋蔵文化財発掘粥査恒1発抑調査係員）  

荻野博巳（スナガ環境測殻株式会社 調議員）  
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4，000 m2  

前橋市宵梨子町1219－1番地 外 地内  

発抑 平成 2 年 6 月1日 ～平成 2 年 8 月 21日  

盤斑！平成 2 年 8 月 21日 ～ 平成 3 咋 3 月 251］  

6発抑調査の主な作業分担   

調査指抑指導を荻野博巳（熊野谷Ⅲ追跡調査斬務所長）が当り、測量・調査計画を須永底   

弘（測量士 第 52614号）が行い、測量を板垣宏（測量制良）・勝田貞事（調査助役）・柿沢   

高率（測量主任）・佐々木智恵子・角川朱美が当った。適購・地物の写貞撮影を荻野博巳・勝   



田貞辛が、発掘調査の安全管理・石偽正二（総務役）、作業事務・柴崎信江が担当した。  

Ⅳ 本書は調査団の指導のもとに、スナガ環境測設株式会社埋蔵文化財調査部（専務取締役北部  

艮 金子正人）が作成に当り、執筆・荻野博巳、校正・金子正人、編集・須永虞弘、文章治  

者・須永素子、測量図召の整理校正・勝田貞幸、過物の復元・実測・計測を佐々木智恵子・  

角田朱美、遺構トレース・小林裕美、写褒製版・鈴木剋夫、内業事務・須永豊が担当した。  

Ⅴ 調査に協力を戴きました前橋工業団地造成組合を始め、地元の方々及び調査並びに生理に際  

して指導、助言を賜った各方面の方々に深甚なる感謝を申し上げます。  

Ⅵ 出土過物は前橋市教育委員会に保管する。  

Ⅶ 調査に参加した方々（いろは順）  

石川サワ子  楠本登代美  小野沢はつ江   樽 沢 美 穂  吉田真理子  

高 橋 初 代  m申酋四郎  辻 み つ る  中 川 頼 子  内山恵美子  

山 崎 助 治  深 沢 千 代  小 池 英 子  佐 藤 佳 子  畔岸あや子  

関 根 初 江  

1 遺構名・略称   

遺構名と略称は次の通りとした。   

土師鵜住居跡 H  溝遺構 W  土 坑 D  ピット P  

2 実測図の縮尺   

位置図S＝1／7000  全体B）S；1／400  住居跡S＝1／60  朝過梢S＝1／60   

土坑 S＝1／60  寵  S＝1／30  過物実測図 SEl／1・1／3・1／5  

3 挿入図  

国土地理院発行の5方分の1「前橋」を使用した。  

4 追跡の位慣の基準  

基準点  国土地理院三角点及水準点を恨合済み   



A－0地点  第Ⅸ系 座標値 x＝45，596．000m y＝－73，216．000m  

水 準点  BMIH＝152．000m  

BM2 H＝151．500m  

lO c川   

4 m 間隔  

等 高 線  

グリッド  

5 土層断面の土色名及び土岩諸相の色調名は「新版標準土色帖」による。  
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1．調査の経細巨  

2 発掘調査の経過と概要・・  
3 標準堆積土層・・  

第2帝 位置と環境と周辺遺跡・・  

第3章 適構と過物‥  

1 熊野谷Ⅱ遺跡（住居跡）  
2 熊野谷Ⅲ追跡‥  

（1）住居跡‥  

（2）方形過構・・  

（3）溝適構‥  

（4）土 坑・・  

第4車 まとめ・・  

出土過物観察表 熊野谷Ⅱ追跡‥  
熊野谷Ⅲ追跡‥  

遺構実測図郎野谷Ⅱ過跡・・  

熊野谷Ⅲ追跡‥  

過物実測図 熊野谷Ⅱ追跡・・  

熊野谷Ⅲ過跡‥  

図 版 熊野谷Ⅱ追跡‥  

熊野谷Ⅲ過跡‥  

位置図（S＝1：7000）・  

全体平面図（S＝1：400）・  



第1章  調 査 の 経 緯 と 概 要   

1調査の経緯   

前橋市は 一望豊かで、すばらしい社会を築く、街づくり」の施策のひとつとして、工業団地及び   

これに附随する住宅団地の造成を通し、福祉、教育、文化、環境等の整備、拡充を目的に昭利35   

年「前橋工業団地造成組合」を群馬県と組親し、以来、工業団地造成事業を進めていますが、こ   

の一環の事業として、昭和63年度晴里前原住宅団地造成周業が実施されることになり、これに伴   

う埋蔵文化財発抑調査業務について、前橋工業I朝地造成組合（管理者清水一郎）と前橋市教   

育委員会の協議により、前橋市埋蔵文化財発帆綱査閲が昭和63年6月1日～l昭和63年11月15日で   

発抑調査終了、調査地理を平成元年2月28［】に完了し「熊野谷追跡」として報告されている。引   

き続き平成元年度「熊野谷Ⅱ追跡」、平成2年度「熊野谷Ⅲ追跡」の発掘調査を実施したもので   

あります。   

2発掘調査の経過と概要  

1） 熊 野 谷 Ⅱ 遺 跡  

前橋市教育委員会と前橋工業団地造成組合で協議のうえ、面積約1，000m2 について、発掘那   

査を実施することになった。平成元年度事業は平成元年6月2日から6月26日を発掘訴査期閻と   

し、調査整理期間は平成2年8月21日から平成3年3月25日とする日程で作業に着手した。   

（1）過跡の名称・略称  

当遺跡は地区別コードにより満里地区であることから、略称1A－42とし、出土過物の注記、  

製作図面の略称として記入した。   

（2）作業の状況  

発射作業は表土排除をバックホウ0．7（川3）を使用して作業を進め、引き続きジョレン精査・  

プラン確認等の作業を進めた。  

発 掘 調 査 日 絃 抄  

平成元年6月2日 幹線道路部分の虫機桝削・排土部分のプラン確認等の開始  

5日 グリッド杭測殻l用始  

8日 簡易トイレ設置・機材搬入完了  

12日 遺構折り下げ・寵セクション線引き・発掘前全景・地物出土状況  

－1－   



セクションの写貞掘影・セクション図作成開始   

13日 セクション図注記開始   

14日 平面図作成開始   

17日 追跡全体図作成   

22日 縄文試掘セクション写貞操影   

231‡】床掛り方開始   

26日 調査区全体写真槻影・図面作成作業完了・調査完了  

2） 熊 野 谷 Ⅲ 遺 跡   

前橋市教育委員会と前橋工業恒1地造成組合で協議のうえ、両横約 4．000 m2 について、発掘調   

査を実施することになった。調査は平成2年政事業として、平成2年6月11］から平成2年8月   

20I］を発掘調査の期l川とし、平成2年8月21仁lから平成3年3月25日を調査製理の期lⅢとする日   

程で作業に着手した。   

（1）追跡の名称・略称  

当過跡は地区別コードにより渦里11h区であることから、略称2A－42とし、出土過物の注記、  

製作図面の略称として記入した。   

（2）発掘調査区域  

調査対象区域は4m単位の綿線（東西の線）と経組（南北の線）を調査グリッドとした。調  

査グリッドの細線には北から南ヘアルファベット（AからYまで文字）を付け、経線には西  

から東へ算川数字（1・2・3・・・）を付けて表した。4m グリッドの呼び方は北・西の交  

点の文字で呼ぶこととした。   

（3）測畠杭  

グリッド交点杭測巣は公北座標から取り付け、水準値ほ公共水準のBMから測温した。   

く4）失測原図の用紙と原図の航尺  

実測図の原図はポリエステルシートA－2半りを川い、温度・湿気・少々の汚れ・破損などに  

耐えられるようにした。  

原図の縮尺  

適跡全体図 S＝1：200  住居跡S＝1：20   方形過椚 S＝1：20  
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溝遺構 S＝1；20   土 坑S＝1：20  竜S＝1：10   

（5）過構と遺物の調査  

遺構は、使用面と榊り方面について出来る限り両面を調査し遺構埋没状況、遺構構築状況を  

観察記録した。  

過物は個々に、観察表に記録した。包含層の過物は、調査グリッド毎に取り上げた。   

（6）作業状況  

発掘作業は既設木造住宅撤去作業の完了を受けて、平成 2年 6 月19 日から 8 月20日  

の予定で着手し、表土排除はバックホウ0．7（川3）を使用して作業を進め、引き続きジョレン精   

査・プラン確認の作業を進めた。  

発 掘 調 査 日 結 抄  

平成2年6月19日 作業事務所設置・機材等の搬入などの作業に着手  

21日 重機にて表土桝削作業の開始・事務所設置・機材搬入完了  

ジョレン掛け・プラン確認作業・遺構ナンバーつけ開始  

30日 水道殻㈱工事・水準点（BM）・基準点座標杭設置完了  

過跡全体平面測量（S＝1：200）開始  

7月51］ 遺構適物出土状況写真撮彫開始・地断の確認（セクションの線引  

き）・グリッド杭測設開始・重機にてF人面まで掘削・搬出作業の  

開始・セクションの写奥撮影開始・追榊平面測量（S＝1：20）  

住居跡平面測量（S≡1：20）開始  

7月11日 満跡発抑作業開始  

28日 朝跡完抑・出土状況写裏梅膨  

31日 空中写真撮影  

8月1日 東側調査区の発掘残土を西側調査完了区に重機・大型ダンプで天  

地返しを開始  

4日 ジョレン掛け・住居跡6軒プラン確認作業・住居跡発掘開始・地  

断の確認（セクション線引き）・グリッド杭州設問始・過構平面  

測量（S＝1；20）・住居跡平面測量（S＝1：20）開始  

出土状況写真撮影  

20日 完琳写畠完了・空中写喪撮影・園部発掘調査係員来跡あり確認す  

21日 調査区の埋め戻し・作業事務所・機材等搬出  

ー 3 －   



整 理 作 業 8月21I≡】過物の洗浄注記・測慶図面の粒封！作業開始・記録写眉の盤理・住  

居跡の原稿執筆作業開始  

29日 記録写畠の整理・住属跡の原稿執筆開始・遺物の接合作業開始  

301］ 測量図の製版カメラによる節小作業を行う  

12月6日 住居跡床面穏の図上計測を行う  

131］ 接合過物の石膏入れ作業開始  

25［Ⅰ地物実測図化作業開始  

26［Ⅰ過物実測図の製版カメラによる1／3縮小作業開始  

2鋸三1住居跡平面図・断面図の製版カメラによる1／3縮小作業開始  

平成3年1月10日 報哲薯原稿執筆・編集作業開始  

14I］ 溝状追捕の原稿執筆作業開始  

21日 過跡全体図の作成作業開始  

3月81］ 過物写真撮影作業を行う  

24［】報哲書原稿執筆・編集作業完了  

251；】報告留原稿印刷  

3 棟準堆積土層  

節1図 熊 野 谷 Ⅱ 過 跡  

152．0伽1  

Ⅰ層 暗褐色土層 肘－FP混入耕作土・As－Bらしき粗  
砂多具に混じる・しまりは有るが  

粘性はあまりない  
Ⅲ層 暗褐色土層 釦砂耕作土・しまり粘性ややあり   

Ⅲ層 穎褐色土層 粗砂¢5mm程度の軽石極わずか含  
む・しまり粘性共にややあり  

Ⅳ層 黒褐色土屑 鮒砂¢3m程度の軽石点在・¢2  
～3mmの軽石1％含む・しまり粘  

性ややあり  
Ⅴ層 黒 色 土 層 抑砂¢2mm～5…の軽石1％を含  

む・しまり粘性共にややあり  

151．0伽l  

（祉）As一枝閉山・目上榛名山  
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耕作土・¢2mm～10…軽石を含む  

As－B  

＾s－B・11r－F＾・‖r，FPFlが層状に硬く  

しまる  
Hr－FA層・粘性有り  

As－Cを含む・粘性はあまりない  
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第 3 図 熊 野 谷 Ⅲ 遺 跡 B 区  
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第 2 章  位 置 と 環境 と 周 辺遺 跡   
熊野谷Ⅱ・Ⅲ遺跡の所在する前橋市肯梨子ⅢJは前橋市の中心市街地から北西約6Kmにある。主  

要地方道前橋・箕郷線が200m程南を東西に通り、西に向って1．2Km程行けば南北に通る主要地方  

道渋川・高崎線に交差する。また東へ0．5K川程に関越自動車道が南北に通り、これに平行してこ  

れより束1．OKm程にJR上越線に当る。上越線の群馬総社駅は当遺跡から約2．5Km にある。榛名  

山東南鹿に広がるなだらかな斜面上に当追跡がある。榛名火山斜面の火砕岩層が前橋台地を形成  

する泥流堆積物上に被るように地層を形成している。   

この斜面を流下する八幡川と牛池川によって開析され、八幡川右岸台地は断崖となり高低差が  

大きく、土地が乾燥するため、農作物は拙作によるものが多く、特に養蚕飼育が盛んに行なわれ  

江戸末期から明治初期には座繰製糸器が考案され、養蚕飼育方法などが改良されるなど農民の生  

業は養蚕中心の地域でもある。  

第 4 図 周 辺 遺 跡  S＝1：50．000  

①熊野谷Ⅱ・Ⅲ追跡 ②若 宮 退 跡 ③稲荷山古墳 ④二子山古墳 ⑤愛宕 山 古墳  

⑥遠 見 山 古 墳 ⑦蛇穴山古墳 ⑧宝塔山古墳 ⑨村魂過跡 ⑩昌楽寺姐向追跡  

⑬山王廃寺跡 ⑫国分寺中間地域追跡 ⑬国府推定地域 ⑭寺田過跡 ⑯樽型陣場過跡  
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第 3 章   遺 構 と 遺 物  

1熊野谷Ⅱ 遺跡   

調査は土師択住居跡4軒を確認した。  

1号 住 居 跡（第5図、図版1）   

調査区中央部東寄りのP－23・24からQ－23・24グリッドに位置する。覆土は粘性をあまり肺  

びず鮒砂を含む果褐色土・鈍い赤褐色土が椰概している。   

住居跡の形状は長軸（南北方向）3．2m・短軸（東西方向）2．3mの隅丸方形を呈す。主軸方向は  

N－80－Eを測る。確認面から18～20cm程折り込んで床面に達する。壁は直に立ち上がる。床は、ほ  

ぼ平坦で面積は6．14m之を測る。   

寵は東壁の南寄りに位置し壁外に張り出して構築され、主軸方向（∂）三N－1150－Eを測る。磯の  

環土は、粘性を糟びず焼土粒・釦砂を含む柚色土・観相色土が棚相している。   

寵の寸法は最大幅（a）＝53cm・全艮（b）；50cm・炊き口郎晰（Il）＝45cmを測る。燃焼部は床面より  

7cm程輸り込まれている。   

過物は土肘闇杯、須恵器杯片などの他、削文士拙の小片を検山した。  

2 号 住 居 跡（節6医l、図版1）   

調査区［暮］火郎北寄りのN－22から○－21・22グリッドに位個する。壌土は粘性をあまり帯びず  

H巨FP・C軽石をわずか含む褐色土・暗褐色土が椎概している。   

住居跡の形状は長軸（南北方向）2．9m・短州（東西方向）2．2mの隅丸方形を呈す。主軸方向は  

N－140－Eを測る。確認面から21～24cm程鮒り込んで床面に達する。壁は直に立ち上がる。抹は、  

はば平坦で面積は5．12m2を測る。ピット、壁溝は碓隠されなかった。   

寵ほ東壁の南寄りに位置し壁外に張り山して構築され、主軸方向（∂）＝N－1130－Eを測る。   

覆土は師砂を含む褐色土・暗褐色土が堆概している。炊き口付近に寵の榊築材と思われる粘土  

塊が見られる。   

寵の寸法は全長（b）＝60cmを測る。燃焼部は球面より7cm程削り込まれている。   

過物は土師器親、須恵器塊、土田j質椀などの仙、刀子、鉄紘を検出した。  

3 号 住 居 跡（第7図、図版2）   

綱査区中央郎のP－22・23グリッドに位置する。環土はC軽石をわずか含む暗褐色上が堆概し  

ている。  
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住居跡の形扶は良捌（南北方向）2．9m・短軸（東西方向）2．4mの剛丸方形を呈す。主軸プJ向は  

N－60－Eを測る。確認而カ、ら3～4cm程桝り込んで床面に達する。壁は直に立ち上がる。床ほ、や  

や凹凸がある。面穏は6．48m2を測る。   

ピット、壁溝は確甜されなかった。   

竜は東壁のやや両市りに故旧し壁外に張り山して構築され、主軸方向（β）＝N－1020－Eを測る。  

機土は桃土、炭化物を含む褐色土・暗粗色土が稚拙している。   

竜の寸法は叔大幅（a）＝60c川・全長（b）＝44c川・炊き口部帽（11）＝55cmを測る。燃焼部は床面より  

9cm程掘り込まれている。   

過物はわずか土師拙片、娘心拇片刃どを検山した。  

4 号 住 居 跡（第8・9・10図、図版2）   

調査区南部のR－21・22からS－21・22グリッドに位置する。捜土は二次堆積のB軽石とC軽  

石・桃土・炭化物を含む唱褐色土・親掲色土が堆概している。   

住属跡の形状は長軸（南北方l司）4．8m・短軸（東西方向）4．Omの隅丸方形を呈す。主軸方向は  

N－20－Eを測る。確認面から45～50c川村桝り込んで床面に達する。壁は直に立ち上がる。   

床はほぼ平似である。面租は13．95m2 を洲る。壁溝は北西隅から東方向へ技1．O川堤・南方向へ  

艮1．5m柑・晰14～20c川・床面から深4～8cmを測る。   

ピットは床而から3ヶ所稚拙した。  

（祉）深：確認面からの探さ   

形 状 寸 法cm  
ピット等の名称  所在・その他  

形1犬   長径   短径   探   

P－1   楕11   東壁竃の左側   

P－2   摘l二り   南西コーナー   

P－3   梢ll二】   100   西 壁 際 中 央  

上記の他に、厚さ10cm程の貼り床下（輸り方）から径25cm（円形）・深25cmのピット4ヶ所や  

床下土坑と思われる楕円状の長径70cm・短径50cm・深23cmのもの、楕円で長径110cm・短径88cm・  

探27cmのもの、楕円で長径70cm・短従60cm・探20cmのものが確認されている。   

竜は東壁の小火やや向よりに位閲し、住居跡内に寵の袖が構築され、高さ30cm、厚み8～13cm  

程の州石など寵構築材5個を検出している。燃焼部は良く焼け、残存状況もよい。   

主軸方向（∂）＝N－920－Eを測る。捜土は焼土粒を含む晒褐色土・見場色土が堆概している。   

竜の寸法は全長（b）＝160cm・炊きE＝祁帽（11）＝46cm・煙道郎立ち上がり角度（げ）＝200 を測る。  

炊き口から燃焼部にかけて床面より5cm程桝り込まれている。   

過物は媚患拙杯・塊、土師質塊・羽釜などの破片の仙、偵幣、石斧を検出した。  
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2 熊野谷Ⅲ遺跡   

調査は土師器住居跡16軒（重複適椚1軒・竃が碓認できないもの3軒・覆土が槻乱されプラン  

だけのもの1軒・満追捕と虫禎し一郎不明のもの2軒、計7軒を含む。）・方形過楢1ヶ所・  

満過柄4条・土坑2ヶ所を確認した。  

（1）住居跡  

1号 住 居 跡（節11図、図版6）   

調査区北西部のB－4グリッドに位置する。地表面から35cm程排土した碓認面にある。覆土は  

C軽石を含む噌褐色土が椎積している。住居跡（H－1）の北側一郎が調査区域外にあり、西側  

1／3程は、調査区西域を南北に走る1号溝（W－1）と重複して確認した。重視の新旧関係は  

W－1によって住居跡が切られていることから当住居跡が旧い追捕である。   

住居跡の形状は東西方向の実測値2．Omで以西はW－1と重複する。南北方向の実測値2．7mで以  

北は調査区域外にあり不明、確認した部分から縦走して隅丸方形を呈するものと思われる。確認  

面から10～16cm程掛り込んで床面に達する。壁は優に立ち上がる。床面は平坦だが大半が艇乱さ  

れている。計測できる両横は5．46m2である。   

ピット・壁溝ほ確認されなかった。   

寵は東壁に位置する。主軸方向（β）＝N－880－E を測る。覆土は炊土ブロック・灰などを含む褐  

色土が堆積している。   

寵の寸法は全長（b）＝190cm・炊き口郎帽（h）＝90cmを測る。   

過物は須恵媚杯・盤・蓋片・塊片など数点を検山した。  

2 号 住 居 跡（節12図、図版6）   

調査区北西部のD－2・3グリッドに位置する。地表面から40cm程排土した確認面にある。覆  

土はC軽石を含む噌褐色土が堆概している。   

住居跡の形状は長洲I（南北方向）2．7m・短軸（東西方向）2．6mを測り、隅丸方形を呈す。確認  

面から6c川程折り込んで床面に達する。壁は直に立ち上がる。床面は、ばば平坦で両税6．08m2を  

測る。   

ピット・壁溝は確認されなかった。   

寵は両壁にあったものと思われるが1号土坑（D－1）と東禎して不明である。土坑隙の床面  

や土坑の側面・底付近からわずか焼土を確認している。新旧関係は竜をD－1が取り込んで桝築  
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したと考えられ、当住居跡が旧いものと思われる。   

遺物は床面から土師邪の小破片数点を検出した。  

3 号 住 居 跡（節13図、図版6）   

調査区北西部のC－4からD－4グリッドに位置する。地表面から38cm程排土した確認面にあ  

る。覆土はHr－FP・C軽石をわずか含む褐色土・暗褐色土が堆積している。当住居跡の西側大半が  

1号溝（W－1）と重複して碓絶した。重複の新旧関係はW－1によって住居跡が掘り切られた  

と考えられ、この場所の溝部分から出土過物がない等から住居跡が旧いと考えられる。   

住居跡の形状は南北方向4．6mを測り、束西方向の実測値1．4川で以西はW－1に重複している。  

住居跡の残り状況から隅丸方形を呈するものと思われる。   

床面は確認面から30cm程捕り込んで達する。やや凹凸がある。床面積は6．13m2を測る。壁は直  

に立ち上がる。   

ピット・壁溝は確認されなかった。   

竜は確認できなかった。   

過物は須恵器蓋・高台付塊・壷・大埜、土師館魂片・杯片など多数検出している。  

4 号 住 居 跡（第14・15図、図版6・7）   

調査区中火西寄りのH－5からⅠ－5グリッドに位置する。地表面から54c川程排土した確認面  

にある。覆土はHr－FP・C軽石を含む褐色土・暗褐色土が堆穂している。当住居跡の西側大半が  

1号溝（W－1）と重複して確認した。重複の新旧関係はW－1によって住居跡が掘り切られた  

もので当住居跡が旧いと考えられる。   

住居跡の形状は南北方向3．6川を測り、東西方向の実測値2．Omで以西はW－1に重複している。  

住居跡の残り1犬況から隅丸方形を呈するものと思われる。   

床面は確認面から30cm程折り込んで達する。比較的平坦で、面積は9．57m2を測る。壁は直に立  

ち上がる。壁溝は確認されなかった。   

ピットは東壁際の竜南から楕円状の長径54cm・短径45cm・深48cmを確認した。   

過物は土師封窺・杯、須恵器楽・椀など多数検出している。出土遺物も少なく、焼土も確認で  

きなっかた。   

ピット・壁溝は確認されなかった。   

竜は東壁中央に位置し、全体に壁外に張り出して構築され、炊き口付近の床を6c川程高くして  

いる。竜の主軸方向（∂）＝N－880－Eを測る。嶺土は締まりのある褐色土・暗褐色土が堆積してい  

る。竃の寸法は全長（b）＝70cm・煙道部長（f）＝34c川・炊き口郎幅（ll）＝40cm・煙道郎立ち上がり角度  

（げ）＝200 を測る。燃焼部は床面より5cm程桝り込まれている。   

過物は須恵諜蓋・窺片・塊片、土師拙魂片などを検出した。  
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5 号 住 居 跡（第16・17図、図版7）   

調査区両側中央付近の○－7・8グリッドに位階する。地表面から113cm程排土した確認面に  

ある。覆土は‖r－FP・C軽石をわずか含む褐色土・暗褐色土が堆概している。   

住居跡の形状は長軸（南北方向）3．7m・短軸（東西方向）2．8mを測り、隅丸方形を呈し、主軸  

方向はN－40－Eを測る。．   

床面は碓認面から20cm松帆り込んで達する。床面は平坦で面概は9．09m2を測る。壁は直に立ち  

上がる。   

ピット・壁溝は碓組されなかった。   

寵は東壁中央やや南寄りに位置し、やや両袖が内側に張り山している。主棚方向（∂）＝  

N－1000－Eを測る。捜土は焼土粒・炭化物を含む暗褐色土が雄棉している。寵の両袖から燃焼部内  

にかけて構築材と思われる径12～20cm程の石が数個山土している。   

寵の寸法は全長（b）＝85cm・炊き口郎帽（ll）＝35cmを測る。炊き口郎から燃焼部にかけて床面より  

12c川桜折り下げられている。   

過物は寵から須恵推称、床面から土師貿羽釜・高台付塊、須恵拙高台付塊など多数検出した。  

6 号 住 居 跡（節18図、図版7）   

調査区両側中央付近のP－7からQ－7グリッドに位憶する。地表面から97cm粗排土した稚拙  

面にある。捜土は粘性を滞びてわずかHr－FP・C軽石を含む暗褐色土が堆概している。   

住居跡の形状は長軸（南北方向）3．5川・短軸（東西方向）3．Omを測り、隅丸方形を呈し、主釧1  

方向はN－180－Eを測る。   

抹面は経路面から30cm程獅り込んで達する。床面ははぼ平坦で良く締まっている。両税は9．07  

m2を測る。壁は直に立ち上がる。ピット・壁溝は碓紘されなかった。   

寵は東壁［I1火やや両市りに位置し壁外に構築している。生別l方向（β）＝N－1120－Eを測る。機  

土は桃土粒・C軽石をわずか含む暗褐色土が堆積している。   

寵の寸法は全長（b）＝90cm・炊き口部幅（ll）＝74cm・煙道郎立ち上がり角度（げ）＝400 を測る。炊  

き口郎は床面より8cm程折り下げられている。   

地物は須恵湘高台付椀・親片・塊片、土師離片などを検止＝ノた。  

7 号 住 居 跡（節19図、図版8）   

調査区南側中央付近のP－8からQ－8グリッドに位置する。地表面から100cm程排土した椰  

認面にある。覆土はHr－FP・C軽石を含む暗褐色土が堆撤している。   

住居跡の形状は良軸（東西方向）3．5m・短軸（南北方向）2．4mを測り、隅丸方形を呈し、主軸  

方向は N－1050－E を測る。   

床面は稚拙面から28cm程掘り込んで達する。床面は平坦で良く締まり、面積は7．17川2を測る。  
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壁は萬に立ち上がる。壁溝は碓認されなかった。   

ピットは北東コーナー壁際から円状の径48cm・深24cmを碓祀した。   

軌ま東壁中央やや南寄りに偵但し壁外に構築している。主軸方向（β）＝N－1760一打を測る。捜」  

は焼土粒・C軽石をわずか含む暗褐色土が椰棉している。   

竜の寸怯は全長（b）＝90cm・炊き口郎帽（ll）＝45cm・煙道郎立ち上がり角度（α）＝450を測る。欠）  

きlコ郎は床面より＝cm程掘り下げられている。   

過物は土師貿杯・親片、須恵器難片・羽釜片などを検ILlした。  

8 号 住 居 跡（第20・21図、図版8）   

調査区南側やや東寄りのP－12からQ－12グリッドに位置する。地表面から100cm程排土した  

碓認面にある。嶺土はIlr－FP・C礎石を含む暗褐色土が堆概している。   

住居跡の形状は艮軸（東西方向）2．8m・鰍帥（南北方向）2．1mを測り、隅丸方形を呈し、主刺  

方向はN－120－Eを測る。   

床耐は碓徳面から20～30cm粗桝り込んで達する。床面ははぼ平坦で面横は4．78m2を測る。壁用  

匿に立ち上がる。壁溝は確認されなかった。   

ピットは北東コーナー壁際から円状・由径約40cm・探約16cmを確認した。   

土坑は住属跡中火からl■【j状・粒径約60cm・深約19cmを確認した。   

竜は東壁中火やや南寄りに偵閲し壁外に構築され、右の袖石・燃焼部の支脚石と思われる石を  

検出した。主棚方向（∂）＝N－980－Wを測る。壌土は炭化物・焼土粒・わずかHr－FPを含む噌礪牒  

土が椰摘している。   

竜の寸法は全長（b）＝68cm・炊き口郎帽（Il）＝28cmを測る。   

過物は土師質羽釜・杯、土師拙魂・杯片・塊片、須恵据肇胴・杯片などを検出した。  

9 号 住 居 跡（節22図、図版8・9）   

調査区南側やや東寄りの0－12・13からP－12・13グリッドに位置する。地表面から90c川程封  

ニヒした確認面にある。覆土はHl－－FP・C軽石を含む褐色土・暗褐色土が堆璃している。   

住屠跡の形状は長軸（東西方向）3．7m・短軸（南北方向）2．6mを測り、剛丸方形を呈し、主動  

方向はN－130－Eを洲る。   

床面は確路面から25～30cm柑榊り込んで達する。床面ははぼ平地で締まっている。面穏は8．1  

1〔2を測る。壁は直に立ち上がる。壁溝は碓はされなかった。   

ビット1（P－1）は北東コーナー壁際から11状・直接的60c川・深約20cm   

ピット2（P－2）ほ繭東コーナー壁際から円状・直径約58cm・探約26cm  

の2ヶ所を確認した。   

竜は東壁申央やや南寄りに悼惜し、寵全体が壁外に張り出して構築している。主軸方向（∂） 
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N－1030－Eを測る。埋土は炭化物・焼土粒・わずか‖1，－FP を含む褐色土・晴褐色土が堆積してい  

る。   

寵の寸法は全長（b）＝70cnl・炊き口郎帽（Il）＝50cmを測る。   

過物は須恵離郷・鯉片・塊片、土師賀高台付塊、土師択杯・淡片・椀片などを検出した。   

10号 住 居 跡■（第23図、図版9）   

調査区南東隅のQ－15・16からR－15・16グリッドに位置する。地表面から80cm程排土した確  

認面にある。覆土はHr－FP・C軽石を含む褐色土・暗褐色土が堆積している。当住居跡は11号住居  

跡の大半を覆う状態で重複している。新旧関係は住居跡の残り貝合などから当適研が新しいと思  

われる。   

住屈跡の形状は長軸（東西方向）3．4m・短軸（南北方向）2．9mを測り、隅丸方形を呈し、主軸  

方向は N－1030－Eを測る。   

床面は確認面から22cm程折り込んで達する。床面は硬く締まっている。両横は9．16m2を測る。  

壁は直に立ち上がる。ピット・壁満は確認されなかった。   

寵は東壁中火やや南寄りに位置し、竜全体が壁外に張り山して構築している。主軸方向（β）＝  

N－1080－Eを測る。嶺土は細砂・焼土粒を含む褐色土が堆積している。   

竜の寸法は全艮（b）＝70cm・炊き口郎帽（h）＝35cmを測る。   

過物は土師補強片・杯片、須患者詩境片・塊片などを検出した。   

11号 住 居 跡（第23図、図版9）   

調査区南東隅のQ－15・16からR－15・16グリッドに位関する。地表面から80c川程排土した碓  

組面にある。嶺土はHr－FP・C軽石を含む褐色一・暗褐色土が椎概している。10号住居跡が大半を  

洩う状態で重複している。新旧関係は住居跡の班り貝合などから当過構が旧いと思われる。   

住居跡の形状は長軸（南北方向）2．餌・短冊（東西方向）2．5mを測り、隅丸方形を呈し、主軸  

方向はN－140－E を測る。   

床面は確認面から22c川程輸り込んで達する。珠而は硬く締まっている。面撒は6．87m2を測る。  

壁は直に立ち上がる。ピット・壁溝は確認され／【・＼った。   

竜は東壁中央やや南寄りに位置し、寵全体が壁‥に張り山して構築しているこ主軸方向（β）＝  

N－1130－Eを測る。覆土は抑砂・焼土粒を含む褐色土が堆積している。   

竜の寸法は全長（b）＝92cm・炊き口郎帽（h）＝25cmを測る。炊き口郎は床面より5cm程掘り下げら  

れている。また両袖石やその補頗材の粘土などを・焼山した。   

過物は土師岩諸杯・粟片、須恵郡塊片・杯片、土師質杯片などを検山した。   

12 号 住 居 跡（第24・25図、図版9）   

調査区南東隅のP－15からQ－15グリッドに位置する。11日表面から70c川程排土した確認面にあ  
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る。複土は粘性を糊び締まりのある褐色土・噌梱包土が堆概している。   

住居跡の形状は艮柚（南北方向）3．4m・短馴I（東西方向）2．5mを測り、隅丸方形を呈し、主軸I  

方向はN－160－E を測る。   

床面は確認面から25～33cm程折り込んで達する。床面ははぼ平坦で両横は6．98川2を測る。壁は  

やや直に立ち上がる。ピット・壁溝は碓認されなかった。   

竃は東壁中火に位但し、両袖がやや住居跡内側に張り出して柄築している。主軸方向（∂）＝  

N－920－Eを測る。覆土は細砂を含む褐色土・暗褐色土が堆積している。燃焼部に支側石の穴跡と  

考えられる楕円状の桝り込み長径25cm・短径18cm・探6cmを碓絶した■。   

竜の寸法は全長（b）＝60cm・炊き口郎晰（h）＝40cm・煙道郎立ち上がり角度（け）＝450 を測る。   

遺物は須意栄摘釧寸ml・窺片・塊片、土師貿高台付塊、土阿瀾境片・杯片・塊片などを換仙  

した。   

13 号 住 居 跡（節26区l、図版10）   

調査区南東隅のP－16・17からQ－16・17グリッドに位置する。地表面から70cm程排土した碓  

認面にある。嶺土は肝－FP・C軽石をわずか含む褐色土・職場色土が堆積している。   

住居跡の形状は長軸（南北方向）3．2川・短軸（東西方向）2．5mを測り、剛丸長方形を呈し、主  

軸方向はN－260－E を測る。   

床面は確認面から30cm程榊り込んで達する。やや凹みがあるが硬く締まっている。面積は6．94  

川2を測る。壁はやや値に立ち上がる。壁溝は稚拙されなかった。   

下記の土坑3ヶ所を確認した。  

（証）深：碓認面からの探さ   
形1犬 寸 法  

土坑の名称  
形 状   径   深   

所在・その他  

D－1   円   約60cm   約15c川   北東コーナー壁際   

D－2   円   約56cm   約16cm   南東コーナー壁際   

D－3   円   約70cm   約20cm   中央やや西壁寄り  

竃は東壁中火に位階し、壁外に構築している。主軸方向（∂）＝N－1150－Eを測る。覆土は糾  

砂・焼土粒を含む褐色土・暗褐色土が堆積している。右側柚石や燃焼部から煙道郡にかけて折り  

込みがあり焼土を確絶した。   

竜の寸法は全長（b）＝85cm・炊き口郎恨（h）三42c川を測る。   

適物は土師器鯉片・杯片・塊片、須恵器楽片・塊片など数多くを検出した。   

14号 住 居 跡（第27図、図版10）   

調査区衆やや中央寄りのN－17から0－17グリッドに位置する。地表面から50cm程排土した碓  
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認面にある。棋士はHr－FP・C軽石をわずか含み粘性を滞び締まった褐色土が堆概しているb   

住居跡の形状は長軸（南北方向）3．6m・短軸（東西方向）2．8mを測り、l偶丸長方形を呈し、主  

軸方向はN－100－Eを測る。   

床面は確認面から23～30cm程桝り込んで達する。床面はやや凹みがあり、竃付近に焼士分和が  

があり硬く締まっている。面機は8．70m2を測る。壁はやや直に立ち上がる。   

ピット・壁溝は確認されなかった。   

寵は東壁中火やや南寄りに他聞し、壁外に張り山して構築している。主軸方向（∂）＝N－950－E  

を測る。礫土は蜘土粒・H巨FPをわずか含む褐色土・暗褐色土が耶槽している。   

寵の寸法は全長（b）＝70cm・炊き口郎瞞（ll）＝50cmを測る。  

炊き口郎から燃焼部にかけて緩やかに床面より10cm程下がっている。   

地物は土師拙杯・凍片などを検山した。   

15 号 住 居 跡（第28図、図版10）   

調査区南東やや隅寄りのR－13・1けリッドに位置する。適柄の南は半分稼が調査区域外にあ  

る。地表面から90叩程排土した確認面にある。捜土は粘性を得びて締まり、肝－FP・C軽石をわず  

か含む褐色土・暗褐色土が稚拙している。   

住居跡は東西方向2．5m・南北方向1．3m以内は調査区域外で不明である。形状は北西・北東コー  

ナーが隅丸を呈している。住居跡の主軸は不明である。   

床面は確組面から25cm程桝り込んで達し、平らで良く締まっている。面璃2．39川2を実測した。  

壁は、おおむね直に立ち上がっている。   

ピット・壁溝は確認されなかった。   

寵は碓甜されなかった。   

過物は土師拙攻片・埜片、須恵栄治窺片・羽釜片などを検山した。   

16 号 住 居 跡（節29図、図版11）   

調査区北仙川］央やや東寄りのG－14からH－1如こ位置する。捜土は電柱工事その他で健乱を受  

け、住居跡のプランが漸く確認できた追捕である。   

住居跡の範囲は長軸（東西方向）2．9川・短軸（繭北方向）2．8mを測り、隅丸長方形を呈するも  

のと思われる。主軸方向は N－1000－Eを測る。床面・壁満の状況は確認できなかった。   

土坑は住居跡の東南コーナーから円状・直径約60cm・深約19cm・1，所を確認した。竜の推定  

位置（撹乱を受けて、正確には不明）の南側であることから貯蔵穴と考えられる。   

塩は東壁に位置したと考えられるが槻乱を受けて不明である。現土に焼土・灰・粘土ブロック  

などが確認できた。   

地物は出土していない。  
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（2）方形遺構  

方 形 遺 構（第30図）   

調査区中央のJ－8・9グリッドに位置する。地表面から45cm程排土した確認面にある。覆土  

はHr－FP・C軽石を含む黒褐色土で堆積している。   

追構の形状は良蜘（南北方向）2．7m・短軸（東西方向）2．4mを測り．、隅丸長方形を呈し、確認  

面から30cm程掘り込んで床面に達する。床面は平坦である。両税は6．Om2 を測る。壁はやや直に  

立ち上がる。   

ピット・壁満は確認されなかった。   

竜・焼土は碓認されなかった。   

過物などは出土しなかった。  

（3）碑遺構  

1号 構（第31・32図、図版11）   

調査区北西域のB－3・4グリッドから南西域のP－4グリッドに亘って位置する。調査区以  

北から連ながる当1号酒（W－1）の確認面は、B－3グリッドで地表面から約30cmを測り、南下  

してP－4グリッドで地表面から50cm程排土して確認した。壌土はB軽石・Hr－FP・礫を含む褐色  

土が堆積している。  

W －1満 と 重 複 す る 遺 構  
（誰）Ⅳ   堪詑深：重複過構の地表面から排ニヒして確認した探さ   

東榎場所（クリッM   過椚の名称   確認深   東櫨の状況   新旧関係   

B－4   1号 住 居 跡   約35cm  住居跡西壁郎をW－1が切除  W－1が新   

C－4・D－4   3 号 住 居 跡   約38cm  住居跡西壁郎をW－1が切除  W－1が新   

H－5・Ⅰ－5   4 号 住 居 跡   約54cm  住居跡西壁部をW－1が切除  W－1が新   

K－5・L－5   3号洒（W－3）   約50cm  W－3堆積土層をW－1が切除  W－1が新   

L－4・5   2号溝（W－2）   30～35cm  W－2堆積土層をW－1が切除  W－1が新   

W－1遺構の延長は約57m を測る。   

溝の規模はB－3・4グリッド（北側調査区域墳）で上幅58cm・底帽40cm・探15cm（底高H＝  

151・200川）・方向はN－1700－Eを測り、断面形は梯形を呈す。H－4グリッド北東隅（調査区中  
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火）で上瞞100cm・深41cm（底高H＝150．940m）を測り、断面形ほ底部が弧を画き全体に三角形を  

呈す。L－5グリッド（調査区中央やや南寄り）で上晰187cm・探60cm（底高Hこ150．545m）を測  

り、方向はここからやや西に向きを変えて N－1700－W を測り、断面形は全体に三川形を呈す。  

P－4グリッド（調査区繭墳）で上幅240cm・深74cm（底高Il≡150．155m）を測り、断面形は全体に  

三角形を呈す。1Ⅴ－1の溝底勾祀は北から繭へi＝18．3‰≒1／55 を示す。   

遺物は須融拙挿・兼・窺片・塊片が多く、土師絹製片なども検出している。  

2 号 溝（第31・32図、図版12）   

調査区画商域を東西にL－0からL－4グリッドに掛けて故旧する。地表面から30～35cmを排  

土して確認した。視土はHr－FP・C軽石・砂を含む褐色土が雄概している。W－1の西側にあり、  

L－4グリッドでW－1と重複している。新I日間係は土屑断汀打力、ら当湘がやや旧くW－1との流水時  

期にずれがあると思われる。   

当溝遺構（W－2）の延長は約17m を測る。溝の規傾はA－A′ （西側調査区墳L－0グリッ  

ド）で上帽220cm・底瞞70cm・探38c川（底高H＝150．950m）・方向はN－800－Eを測り、断面形は梯  

形を呈す。B－B′・（L－2グリッド中火から南寄り）上瞞150cm・底幅50cm・深70cm（底声引l＝  

150．770m）を測り、断面形は矩形底部に上略80cm・底腑50cm・深10cmの梯形断面を取り付けた二  

重断面を確認する。L－4グリッドでW－1と重機が椰拙土屑から窺える。W－1と重複する手前の  

底高はH＝150．755mを測る。   

W－2の湖底勾配は西から束へi＝11．5‰≒1／90を示す。W－2の流下方向がW－1の流路となった  

可能性が考えられる。   

過物は須恵器高台付塊・窺片などを検出している。  

3 号 満（節31・32周、図版12）   

調査区中火やや西の】（－10からL－5グリッドにかけて位階する。地表面から50cm程を排土し  

て確認した。榎土は11l、－FPを含む褐色土が堆概している。W－1溝の東側にあり、K－5グリッド  

付近でW－1と重複している。新旧関係は土層断面から当溝がやや旧くW－1との流水時婚】にずれが  

あると思われる。   

当洒遺構（W－3）の延艮は約21mを測る。L－5グリッド付近でW－1と重複している。   

溝の規模はW－3の上晰100cm～80cm・底瞞45cm・深31c川（底高H＝150．810m）・方向は N－850－E  

を用lりり、断面形は梯形を呈す。A－A′ （K－7グリッド両線）で上帽110cm・底板＝Ocm・深31cm  

（底高Hニ150．850m）・方向はN－750－E とやや北に向いて測り、断面形は梯形を呈す。   

B－B′（K－9グリッド中火東寄り）で上幅90cm・底幅60cm・探20c川（底高H＝150．800m）・  

方向はN－750－E を測る。   

W－3の湖底勾配は西から東へi＝2．4‰≒1／417 を示し、溝勾配が緩やかなため流れの方向が  
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確定できない。   

過物は土師媚杯、須恵拍蓋片などを検山している。  

4 号 溝（節31・32図、図版12）   

調査区南東剛のP－16からS－16グリッドにかけて位置する。地表面から75cm程を排土して確  

認した。嶺土は鮒砂を含む褐色土が姉撤している。   

当溝追捕（W－4）の延長は約10mを測る。溝の方向はP－16グリッド南線中央から南へE－850－  

E を測る。満の規模はP－16グリッドで上恨65cm・底帳150cm・探13cm（底高H≡150．295n）を測  

り、断面形は梯形を呈す。A－A′ （調査区繭墳のS－16グリッド）で上瞞100cm・底帽50cm・  

深35cm（底高H＝150．150m）を測り、断面形は梯形を呈す。   

湖底勾配は北から南へi＝14．5‰≒1／6gと急勾配を示す。下流側の両方面は調査外であり既に  

調査済みの熊野谷追跡調査報告書との照合でもはっきりとしない。   

過物は土師損魂片・杯片、須恵出片などの仙削文前期清磯式縦文士岩詮片一点を検出している。  

（4） 土  坑  

1号 土 坑（第12図、図版11）   

調査区北西部のD－2・3からE－2・3グリッドに位隠する。地表面から40cm程排土した確  

認面にある。覆土はHr－FP・Hr－FA・C僻石を所々に含む黄褐色土・暗赤褐色土が堆積している。   

当土坑（D－1）は2号住居跡（H－2）の繭壁側部と重複して確認した。重複の新旧関係はD－1  

によってH－2の寵跡が壊されたと考えられる部分があり、また竜の焼土が残っていると思われる  

部分もあるなど新旧関係は判然としないが地断から当追捕が新しいと思われる。   

形状は束西方向に長径 375cm・短径70cm・深20cmを測り、楕円状である。中程に寵跡と思われ  

る掘り込み深12cm稼の凹みを確認している。   

過物は土師離郷など他2号住居跡の穏の構築材と思われる石を検出している。  

2 号 土 坑（第30図、図版11）   

調査区中央部東南寄りの0－12グリッド上に枇慣する。地表面から80c川程排土した確認面にあ  

る。援土はHr－FP・C軽石を含む梱包土が堆積している。   

形状は南北方向に長径200cm・短径92cm・探35cmを測り、楕円形である。   

過物は平坦な底部から人頭大の石（技径25cm・短径20cm）・玉石（長径40cm・短径20cm）の2  

個と須恵絹杯、土師質土据・杯片などを検出している。  

－18 －   



第 4 章 ま と め   

熊野谷Ⅱ・Ⅲ過跡は榛名山相成ケ原扇状地の蛸郎の八晰川・牛池川に挟まれた位置にあり、  

北西部が高く、東南部が低い全体「机こなだらかな地形をしている。周辺は州を中心の農業地相  

である。   

近年は住宅地の環境にマッチしたl1】園風景が喜ばれ住宅地化に利川されている。   

この調査では、平安時代の過研が碓隠されたもので、椚毒野谷Ⅲ追跡からは住居跡4軒、舶野谷  

Ⅲ適掛からは住居跡16軒（一郎不明・範囲のみ含む）、方形過榊1ヶ所、溝適椚4条、土坑2ヶ  

所を確絶した。  

1熊 野 谷 Ⅱ 遺 跡 に つ い て   

熊野谷Ⅱ住居跡は調査区の東側に枇但し、住居跡4軒を確認した。1・2・3号住居跡の形状  

は隅丸長方形を呈し、磁は東壁lI1火やや南寄りに作られている。4弓・住居跡は隅丸長方形で竜は  

東壁中央やや南寄りで、寵の両袖が住居内に作られている。床面にはピット・壁満の一郎などが  

見られた。また粘牲のある見場色土で貼り床も施されてあり、土坑も碓隠されている。   

過物は土師絹、須恵器、土師質土拙、灰利l陶損のはかに鉄製，甘，（刀子）、鉄嫉など、年代的に  

は9世紀後半から10世紀後半までの過物が牧山された。   

適物の特徴により住居跡を分類すると以‾Fのように区分される。  

時 期   住 居 跡   

9世紀中  

9世紀後半   1号住居跡   

9世紀後半～10世紀前半  

10世紀前半   2号住居跡   

10世紀前半～後半   4号住居跡   

10世紀後半  

3号住居跡からは特定できる過物が検山できず区分できなかった。  

2 熊 野 谷 Ⅲ 遺 跡 に つ い て   

住居跡は、北西偶の標高151．300mから東南方向櫻高150．200mの傾斜を持っ、台地の北西隅と南  

東帖こ作られている。特に南東寄りに多く作られている。住居跡の形状は、隅丸の方形・長方形  
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で竜を東壁側に持ち、両壁佃竃のものもわずか見られた。   

過物は土師岩詮、須恵器、土師質土損、灰紬陶胴璃ど年代は9世紀中頃から10世紀後半にかけて  

の地物が検出されている。   

重複住居は、1・3・4・10・11号住居跡に見られ、1・3・4号住居跡は1号満と東榎し、  

新IE憫係は満によって住居跡が切られていることから住居跡が旧いと思われる。10号住居跡と11  

号住居跡の東榎の新旧関係は、はっきり特定できない。過物も10号住居跡からは破片のみで、11  

号住居跡からは10世紀前半代の特徴を持つ過物がわずか検山されている。   

過物の特徴により住居跡を分規すると以下のように区分される。  

時 期   住 J巨‡ 跡   

9世紀中   1・14号住居跡   

9世紀後半   11号住居跡   

9世紀後半～10世紀前半   3号住居跡   

10■世紀前半   7母性居跡   

10世紀前半～後半   9号住屈跡   

10世紀後半   4・5・6・8・12号住居跡   

13号住居跡は一部破片の特徴により9世紀中～後半の時州と思われる。  

2・10・15・16号住居跡からは特定できる地物が検出できず区分できなかった。  

3 方 形 過 構   

規模は良馴I2．7m・短軸2．4mを測り、rtl、－FP川1－－FA・C軽石を含む面で確認したもので、観土は親  

褐色土で堆積している。過物の出土はなく、時期は不明である。  

4  土  坑   

1・2号土坑を確認した。1号土坑は2号住属跡と重複し、2号住居跡寵部分を1号土坑が  

切っていると思われるため、新旧関係は住居跡が旧いと思われる。   

1号土坑からほ、9世紀前半代の地物が検出されている。2号土坑からは、10世紀後半代の過  

物が検出されている。  

5 満 遺 構   

4粂の溝を検山した。1号溝は1・3・4号住居跡及び2・3号溝と重複関係にある。1号溝  

によって地層が切られて確認したもので新旧関係は1号溝が新しいと考えられる。4号溝は、繭  
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東隅から碓認された。  

1・2・3号洒は、9世紀中～10世紀前半代の地物が検出されている。4号溝は、流れ込みに  

よる削文士捏片の仙、平安期の地物片を数点検出した。  

お わ り に   

木追跡は、平安時代の追捕・地物がまとまって検ILlされ、付近には糾文時代の過跡もあるな  

ど、この緑豊かで緩やかな傾斜地には、古くからの集落の発達と人々の生活の一面が垣間みえる  

ように思えます。  

調査にあたり関係各機関の方々の御指導に深甚なる感謝を申し上げるものであります。  

参考文献  

酒里・柳城遺跡1981（肘）群馬県榔成文化肘粥盃別業㈲  

中尾（遺物縞）1984「中尾遺跡」群蝿県政暫委員会・（肘）耶凋県埋廠文化財粥査事業用  

下東西遺跡1987耶鳩県教育委員会・（肘）群馬県規成文化肘調速事某日】  

芳賀武郎団地遺跡1988 嗣櫛行数暫委員会  

熊野谷遺跡1989郎一絹市棚戯文化財発射刑査団  
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熊野谷Ⅱ過跡出 土 遺 物 観 察 表  

証：法土 ①口橡診底徴診高創業④黒船長⑥値⑦軌加■、⑧恵をgで表し、（）は推定値を示す。  

NO  山土塊所  揺  規  法   丘  胎土塊成  色 調   胃形・成形・整形の特徴   遺存謄考  図版   

ロ  】t－1如ド  

一指   城ナデ、体郎‡削叩え。   3   

2  1l－1－1  縄文土器  栂灰  口綾部。沈線＋則突文。後期の物と思われる。   小片  3   

3  It－2－1  頒風潮頒  （D（14．6）（む5，3  普通・還元  灰  高台は僅かに外傾し厚い。休部は僅かに丸味を持って立ち上  ロー休部   

台付塊  がり口緑椰で外反する。底部回l孟糸切り後雑な付高台。  猟銃   3  

ロ  I卜2←2  土師質商  ①13．4 ③6．6  普通・酸化  鈍い摘  底部は村高台。体郎は内外面ロタロ整形、胴部外面へラ削り、  口嫁郡一   

台村椀  ④5．3  内面へラ磨さ、軋払   a            郎欠摘   

lt－2－3  刀子  ⑤（15．2）⑥1．】  茎と刃郎両胱は欠湖、茎郎分に木質痕付嵐  

⑦0．5⑧15．83  3   

l卜2－4  刀子  ⑤7．8  ⑧5．23  茎部分で断面形は三角形を呈す。  

3   

lt－2－5  鉄槌  ⑤14．8 ⑧43．71  耕身郎の片側の脇決郎欠摘。茎の先端欠掴。蔦披郎3．Oc■  

転身郎⑤6．5⑦0．2基部⑤5．3①0．5   3   

8  lt－2－6  土師器楽  （p（20．0）   普通・酸化  赤旭  口綾部は「コ」の字状を呈し、外商意識的な横ナヂ。胴部偵  

ヘラ削り、l月面全面ナヂ。   兆規   3   

ロ  Il－4－l  土師質高  （D（15．0）   普通・線化  鈍い壇  底部は付高台。休部は小粒でt剛山し、口綾部で／トさく外反す  底部一体   

台付椀  る。外面ロタロ痕、底部切り＃し不明、付高台痕。   3           郎妬残   

田  Il－4－2  触器杯  （D（11．4）（診5．2  普通・酸化  灰  底部は平底、休部は叫仙弧体郎ロタロ整形、底部回転糸  口～休部   

④3．4  切り後未開私   ∬現   3  

n  l卜4－3  独思料灰  ①（13．8）③6．8  密・凛元  灰自  高台郎は伽面織をなし、休部は横やかに増曲して立ち上がる。  口繰郎姥   

触塊  ④4．5  休部は緩やかに削1ル、ロク口軽形、底部回転糸切り後付高  4  

台ナデ。溝助ナによる施軌，   

1卜4－4  土師質羽  （D（17，4）   普通・酸化  拉  最大径を抑こ持ち、口授郎は内偵い凱、鍔は上向き。口綾部  ロー胴摘   

釜  の外面に鋸着なは押え。内外面ナデ。   残   4  

‖一4－5  狙献斜羽  ①（19．0）   普通・還元  灰黄掲  胴部は筒状を呈し、口繰郎は内偵する。鍔は晰値三角形を屋  口授郎火   

釜  し、胴部に二条の沈繰が見られる。内外面ナチ。   残   4  

I卜4－6  踊  ⑧3．34  元祐通★。鋳造仙名 北米、鋳造年号1086－1093  4   

lトト7  右舷  ⑤（2．6） ⑥2．0  育灰  先拙郎一郎欠胤⑦0．4 ①2．55  4   

田  1∧】42  矯恵贈嵩  （か（13．0）③（8．5）  普通・蓮元  灰  底郎は付高台、休部は酬lルて立ち上がり口緑紆ご外反する。  姥残   

一指－1  台付鳩  ④（4．0）  ロタロ整形、底部回転糸切り。   4  

円  lA－42  土師耳高  ①11．6 （診7．8  普通・顧化  鈍い拉  底部は断面台形羽の封書な貼付高台、休部は内外面ロク口軽  底部一体   

一指一2  台付塊  形。   4            郎％規   

18  1A－42  両用郎は欠楓。刀子の一郎と考えられる。  

一括－3   暖）0．d①9．14  3   

1Å－42  土師銅  ③8．5   背通・鮒ヒ  摘  底酌ま外傾して俳憎、高台郎は高くしっかりしている。ロク  ロ～休部   

一括－4  台村域  口軽形、底部回転糸切り後日高台ナヂ。   欠損   4  

1A－42  普通・酸化  明摘  口綾部は「コ」の字状を呈し、指班王痕、外面肩部械方向へ  

一括－5   ラ削り、内面膿ナヂ。   4   

1A－42  普通・酸化  明瞞  底部は小さく、平鹿。底郎縦方向へラ削り、内面ナヂ、ヘラ痕有  

一括一6   り。土質と製法から1A－d2一括－5と同一固体と考えられる。   4   
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熊野谷Ⅲ追跡出 土 過 物 観 察 表  

N O l  

紘；法泉 ①口i墨②底径③高台i蝿）調和⑤良さ⑥値①悍はCm、⑧由をgで表し、（）は推定櫨を示す。  

NO  山土鳩所  種  籾  法  虚  胎土塊成  色 粥   器形・成形・整形の特徴   遺存備考  図版   

l  l卜1－1  姐恵器杯  ①（13．4）②（臥3）  密・還元  灰  底部は価かに上甑休部は直線的に外傾し、内外南口ク  焔残   

④4．0  口軽形。旗印風l孟糸切り。   13  

ロ  1卜l－2  富i■ 一1！：  ①（15．2）③（10．d）  普通・還元  灰白  高台部は細く間島、休部は紅組的に外反し、内外面ロクロ華  挽弼残   

侶）3．2  形。底部回l云ナチ。外面自然軸。   13  

ロ  It－3－1  紙器蓋  ①（19．8）④3．8  普通・慮元  灰白  天井部は平旭、肩部より緩く岬曲し外博する。端部は垂臥  拍残   

摘径2．8cⅧ  捕は宝珠形をなす。内外面回転ナヂ、貼付摘。   13  

ロ  I卜3－2  狙恵器高  （D（11．6）③（6．7）  密・慮元  硝灰  高台郎は外伸し休部lま緩やかに叫【11ける。ロク口軽形、付高  甘残   

台付塊  ④4．7  台外㈲軋   13  

ロ  l卜3－3  舶器壷  胴郎最大径（22．0）  密・還元  書灰  休部は上位で叫曲する。内外面ロクロ整好ん   甑一層郎  13   

I卜3－4  兢患岩大  Q）18．8   Ill・虐元  灰白  上底気味の平底から大きく内増し休部へ立ち上がる。休部は  胴～底部   

護  残存高28．Ocl  表面のはがれにより平行叩畠目文が部分的にしか見られない  13  

内面底郎一体部下半ナチ（軟質狙駁器の煤）   

lt－4－1  舶鴇蓋  捕径4．2cl   密・慮元  灰  天井部は平坦で、摘みの小火耶が窪み、貼付。ロク口軽形、  

外而自然触。   13   

8  11－5壇ト●1  舶器拝  ①（13．8）③6．6  密・遍元  灰白  高台郎は肘耐虔をなし、体郎緩やかに叫曲して立ち上がる。  口授郎班   

④4，2  底部回l孟糸切り後付高台。施軌。   残   1′l  

lt－5－1  土師質羽  （D（19．3）   普通・醸イヒ  灰欄  口綾部は内傾し抑ま水平に班り山す断面三灼形。口授～胴郎  ロー胴絨   

釜  現存高17．4c勺  内外面ナヂ。 胴部最大楼（21．3）cm   規   13  

円  l卜5－2  狙恵岩高  ①（13．6）③（7．4）  密・還元  灰  高台恥川J耐受をなし、休部級やかに叫曲して立ち上がる。  姥親鶏   

台付塊  喀）4．3  底部回l孟糸切り後付高台、抵触。   l′l  

円  l卜5－3  土師質高  ①15．6 ③8，6  lll・鮒ヒ  典抱  高台郎は高く、「ハ」の字状に醐値、断面梯形。休部は外反し  完形   

台村塊  ④6．4  ながら口繰椰に至る。内外面ロク口軽形、底邸回転ナヂ、付  1′l  

高台ナヂ。   

田  l卜5－4  三il・．三．  ①12．7 （診6．4  普通・慮元  灰  底部は付高台、休部は直線的に外反し歪んだ□繰椰に至る。  完形   

台付塊  喀）4．8  休部内外面ナチ、底部回l孟糸切り後付高台ナチ。   1′l  

13  l卜5－5  土師質高  ①12．8 （診5．6  租・題元  外面純  高台印は僅かに外傾し揮い。†本部は直線的に立ち上がり、口  完形   

台付塊  ④5．4  頚拇内  14  

而翳灰   

n  1t－6－6  土師賞羽  ①2l．g ②（6．9）  普通・隠化  柏  底部は小さい。口授郎は内博し抑ま水平に張り11け。口綾部桐  ∬残   

釜  ④26．5  郎とら上位内面ナチ、桐下坪耶へラ削り。胴郎最大径23．4cm   1Jl  

田  tt－6－1  卿蛸摘  ①（17．2）③（8．7）  密・蓮元  灰  高台郡は剛耐慶をなし、体郎は緩やかに叫曲して立ち上がる。  口～体部   

台付塊  ④5．2  底部回l孟糸切り後付高台、施軸、歯ね娩痕。   1′1            H残   

田  ll－7－1  土師賞杯  ①（12．2）④3．3  普通・酸化  亦偶  休部は攣Ill風味で岩内は恥、。口検印内面ナチ、休部外面へラ  

削り。   烙現  1′1   

円  lt－8－1  土師質羽  ①（18．4）④（13．7）  普通・酸イヒ  鈍いホ  口綾部は短く内偵し上端で直立する。矧よ上向畠に張り出し、  口～胴部   

釜  胴郎最大径（23．4）  摘  胴部は緩やかに内増する。 内外両横ナチ。   16              ∬桟   

1卜8－2  土師質羽  ①（19．2）   普通・酸化  鈍い摘  胴部は内岬し、口綾部は短く外皮する、鍔は上向きに張り川  ロー胴部   

釜  す。内外面賦ナチ、鍔貼付。   15           姥規   

田  l卜8－3  土師賞杯  ①（13．4）②（6．0）  密・線化  摘  底部は平底、休部は援やかに外傾して開く。口授郎は内面随  挽絹残   

④3．5  ナチ、休部底郎ともへラ削り。   15  

20  lt－8－4  土師袷煤  （D（12．0）②（6．0）  普通・酸化  鈍い瞳  口繊郎は短く外反する。体郎は内叫し、底郎は瑠内が厚い。  撞残   

（む（6．7）  □繰郎偶ナヂ、胴郎縦横へラ削り。   15  

－ 23 －   
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遺構実測図1  

2  且  生，l引．00m  

」，Jバナーg2（‖ 1）  

1lll用色】・屑  租抄 締まりかあり、拙作かややある。ト3‖川1のC・Pをr与ろ、  

10－25n－■－－のF・Pか少且〟在する。  

2 鈍い赤化色1吊  鮒抄 締まりかあり、20～dOn仰の蝕いI‖プロノクを5％、  

ト5日mのC・Pを・2％を合む。仝附こ…＿の舶lじ物が洪しる。  

他の購より亦陳を・指びており、機首捕物か？  

3 】l拙色I加  釘付抄 締まりかあり、冊fがややある。  

植†＝まタどぅど合ます。  

0  レ60  2m  

も■  

尋ト   

旦．15l．00m  
H－1  ？／  

川舶用已川ト1糧）  

】、Il帰色】屑  

2 帽 色 t 椚  

3 快IU 色l椚  

4 しIl帰 色 卜屑  

5 f、Il色 1 屑  

机妙 締まりかややあり。払什は野；どなし．ト5＝川のC・Pを■3％、  

5－10‖＝‖の粘土フIJノクを】％を合む。  

租抄 はまりがややあり、やや伏らかい。ト3‖l111のC・Pを2％を合む。  

食附こ娩l．が桐る。  

触紗 2ルI、1屑より軟らかい。摘まI）がややある。  

1mnlのC・Pを■2％を合も、。  

細抄 摘まりかややあり、やや軟らかい。1Ⅰ－川1の焼l＿拍と  

犯に抱かな娩1カく仝附こ触る。ト5In川のC・Pを1％を合t。  

微妙椚 伏化物の扮と、快か現しる。上柚（酢蛸【fLlと考えられる。  

lm  O  l／さ0   

．
 
 

∈
O
N
一
の
ー
 A＿15l．20m  

脚ヒ物  4  

t．朋津丸（Iト2）  

lIり 也l二 屑  細抄1nll¶Iゞ腫の樟イi（C・P）を】％を合むが、  

2桐、■3屑と比べて合†欄が少ない。摘まりlよ針川く、t㌧伸しない．  

2 晒岨也】＿椚  細砂 ト2nll】l柑度の握れ（C・P）を7％、  

5－10nl1111リ庇のlさイi（Ⅰ・lりをl％をそれそ′れ合む。  

ZJdの症附こは、扶化物（塊）カり且られる。摘まり、払ケりいこ針川い。  

3 略I日仏」．肘  細妙1～21nnl抑圧の樟イi（Cり〉〉を5％、】0■1川一以上のl拓（トP）亀 

l％h汀＝ユ 2屑と比頼■オ◆るとやや捌妹を脚びている。  

摘まりがややあり、机裾ま余りない。  
1IU 色1周  舶抄l蔓7ilま余りIAられす、2－3nl【l川，嘘の封伏プlコノグが点／†す・る。  

摘まり、精ケ上八にややあり。  

0  り60  2m  

上財津紀  
1 噂相也．l＿欄  

娩 
2 棉トリ也l，Jd  

締 
3 鈍い粗色1．旭  

積 
1 相 也 上 吊  

5 畑l柑色上屑  

（11－2慨）  

細砂1mlllI￥腫のC・Pを1％持合ろ、  

1二I抽1弟1：椒托する。始まりがややあり、帖佐ほなし。  

細砂1】1川II射庄の暇イ】（C・P）を・3％l‘J食む。  

まりがややあり、仏性ほカし。  

微妙 井筒に締まりのある払二1：ブロック。  

欄成物の崩落の一郎分と想わ心る。I冊とあり。  

細抄1nll11柑庇の帖イi（C・P）をl％と  

1ml】lの娩1．拉を5％食む。摘まり、粘性jいこややあり。  

絶妙 焼l：を′什食み、締まり、柚十りいこある。  

O  l／さO  lm   

第 6 図  2胃・住属跡・寵実測隊  



遺構実測図 2  

A．150．90m  

1  

」，屑rt言己（Ⅰト3）  

1的帰色IJd 舶砂ト2Illlll似圧のC・I〉を3％I空合む。悼まり、粘生りとにあり。  

り60  2m  

8l  旦．150．90  

1．朋往紀（‖【3磯〉  

1 榊U色】吊 細抄 机iは1↓られず。娩l．ブロックを多臥こ食む桐である。  

は化物b弟1◆含ま八る。はまりあり、粘性ややあり。  

2 州拙ミ1J由 良臼紗 帖れIi住まない。締まり、粘性」いこややある屑である。  

3 柑色l屑  船抄】lnn】柑腫の娩l＿プロノクを1％I？食み、  

全体什引こ火の彫■を受けた‡雪道郎ク）とノ心われ、伏化物b食む。  

摘まりがあり、粘性がややある。  

lm  I／さ0   

第 7 図  3号†三i渦跡・龍夫洲図  
J   

－ミフ←－  

1欄旧献（‖－。〉  ∞弓  
1 棉Iリ伍＿Ll繊  細砂 セカンダリ【と鼠けっれるB軽石の旭である。締まり、粘性八‘こ無し。  

2 累l柑也二1＿屑  細砂2～5mllり呈仮の暇ホ（C・P）を10％f￥含み、  

若1：娩土I立（llれnl）も点在する。始まりがあり、帖鋸かややがある。  

3 柏相也．l．別  納砂2－5nlmI呈庇の悩才i（C・P）を5％と、  
梅大の●F・Pも含み、抗il込みとメよわれる伏化拗や娩土拍も他作する。  

締まり、帖性〕いこややあり。  

4 鞘 也】屑  細砂1～2】11nlI呈庇の喉－；（C・P）を3％は合虻、  

U←ムプロノク、娩l．摘も食む。締まりがあり、粘性がややある。  

5 鈍い朗槻色IJ再  租砂 ト211川l柑腔の樟ポ（C・P）を3％、2c川一望のい一ムプリ／クb合まハ、  

ほ1弓は築の際の二t二紗の流オl込みと魁われる。摘まり、附川にあり。  

6 井1Iu色l．屑  細抄2～31nmlソの障れ（C・P）を・7％ほど食む。  
流れ込みの朋と考えられる。締まりがあり、拙凧カややある。  

7 鏑粗也 t二屑  微妙5吊と同じく住居用築の照、触り込ん／ご1・砂（ローームl、l）  

の流れ込ろと思わ山る。締まり、附軋あ仇  

8 柏IU色 L周  触砂 庚化物‘】署1・見られるか＼預け高け‖り＝い。摘まり、I．州ノヒにややあり。  

9 別掲也l．桐 細抄 紙挫と摘まりが州こややある。ト211）Ilり￥岐の机i（C・P）を′5％I■J合む。  

10 槻 色l二 明  細砂 ド附こロームI立が企まhるか、樟7】はlユられない。  

綿まりはあるが、仏陀Ii余りない。  

11j、l＝里色∴．椚  触秒l￥イiは食まれない。捕まり、肘りいこややあり。  

12 槻 色】二 屑 細砂ト2nlll】柑塵の娩1・I立を3％食む。摘まり、榊＝とにややある桐である。  

】3 側相色1．屑 細砂 ト2cmのロームプ0ックl％を食み、，1・椰に娩‖貪b合し。  

柏まり、精牡」ヒにややあり。  

14！ll用色l：吊  締まり、附上があり、メl常に硬い。（仙り丑）  

15 川〃U色．椚  摘まり、粧虹附こややあり。娩1諏がれ1・混じる。  

Pl  
旦．旧G4q¶£  

■∇r  
卜椚ナi－紀（‖h41沖1）  

1 槻也1JM  机砂】l川】Iゞの娩1Iた毛・3％1V合ろ、  

U一ムIかし拾十刑じる。締まり、純利りいこややあり。  

P2  

旦＿150．00m，旦  

「、こ」r  

】椚往古l！（‖－4 いI12）  

1 昭Ⅲ色】J膏  納砂 樟れlま食ます、幡人の【ブームI克を合し。  

庚化物t）食まれる。綿り軋仲人にやや虜り  

O  l／60  2m   

第 8 図  4号住居跡実測図  



遺構実測図 3  

0  り60  2m  

第 9 灰1 4・サ住屈跡灘り方実測図  

生．－50・70m＿S   旦  
．  旦．150．60m  

t一吊rl紀（＝一肌q≠■】tて）  

】 －1＝り色l椚  はまりあり、煙い。（1a111吊より†】l軟らかい）  

租払 枯辛いJし。l－511‖＝C・llZ％。  

2 1f＝U色】屑  摘まりあり、瞼巨い拙沙1州l殆ど〃し。ト3111nlC・P5％、  

娩上化かム「梱る。  

3＋郎＝り色tld  拍まりあり、傾い。触紗 帖†り烏ど左し。い－8日mC・P了％、  

払．l．Iい娩Ilい汗折半朋じる。  

4 IU 色】二 肘  はまりあり、Jl常lこ硬い。机作れl・あり。l～2‖I11C・Pl％、  

り－ムl。  

5 棉亦IU色l屑  持まりあり、Jl常に触い。トZ‖川IC・I）2％、乍（本に娩lが触る。  

6 1月亦粗色】屑  締まりあり、やや砕い。微妙 畑ナ1あり。  

全体か娩りている。Ifイ】なし。  

7 ＼l＝U色IJ所  持よりややなし。やや軟らかい。  

細抄111‖‖C・Pl％、十仙こ仇⊥か軌る。  

8 Iり 色 上 屑  はまりあり、ややl大らかい。  

絶妙 Ⅳ†上あり。】lmllC・Pl％、扶化粕川、焼J崩じる。  

9 亦Ⅲ色l．旭  はまりあり、ややl大らかい。  

微妙 仏性JI仰こあり。全仏娩りている。  

】0 棉Iむ也】二川  持まりあり、やや伐らかい。  

帖抄 姑†tあり。娩t．1古か仝√恒こ配しる。  

11掴吊【曳1H  綿まりがあるが、伏し1かい。  

陶砂 砧性あり。Ji人物左し。  

121薫柑色1．吊  綿まりがあるが、軟らかい。  

帖抄 帖†上ややあり。111川IC・Pト2％、焼1：I立れl二触る。  

13 棉Iu色t二別  はまI）カくややあるか、軟らかい。  

細砂 机†lややあり。20％娩】：。  

．
 
 叫

 
 帆二1ニブロック  C’  旦．150．80m  

l層往紀  

1 り】赤糊色l吊  

2 赤Iり也】＿購  

3 1日IU色1け1  

4 相 色l桐  

5 IU 色l購  

6 Ⅲ 色l屑   

川一4糧N㌧S）  

船抄 竃憮塊櫨～〉で、全仏的に井伏を用心ている。  

帖石（C・P）を7％持合L。締まI）あり、軋牲刃し。  

陶砂1nl爪Iソ腫の板Ii（C・P））を3％lソ合み、  

1欄とl一口じく増憮悦埠～〉のHである。  

摘まりが非常lこあり、精悍bややある。  

細砂 い－21nlnI■J腫の軽イi（C・P））を■3％nと。  

はまり、帖†k柚こややあり。  

細抄 伏掴である。しトム■′tコノクl）r◆lnまれる。  

摘まりややあり、払軒なし。  

Jl舗に硬い。締まりあり。U一人に1日mのCりI阜・】％I■～nL。  

焼けていない。  

柏りか成るが、l大らかい。I1111tlのCり，を・l％人瓶代し。  

】～10n川1の焼1．プIJノクをγ＝二nむ。  

tm  

第10図  4号住居跡稲実測図   
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叫  

久．15l．50m  A■   

‾‾l・・－＿・モ〔  皿／   

む．15l．5伽－1   カクラン 2    八一   

車≠  
旦15l・50m3  

い湘t－紀（‖－1輔）  

栂色】二椚 附とがあI）、摘まりがある○娩＝＝F・Pをnし。  

娩1．プロノク  

J大    桐  

IU色1．椚 l梱があり、締まりがある。紺砂を∩む○  

l椚汁山（‖【1）  

略 dミIU 色 t．旧   II．Mがあり、摘まりがある。l削川こCl￥イ；をnC。  

肘り色ロームフロック   （F・∧．Clデイiをl伽、合む）  

帽  色 】． 椚    机†Iがややあり、摘まりがある。†軌、にF・PのI－1をハし。  

IU  色 ．1 椚    抑圧かあり、締まりがある。2、10】111nのF・Pを■∩し。  

l  l  

ブロック  

O  l／60  2m  

l†¶  1／30   

第11図  1号住居跡・龍夫測園  

】．朋汀紀（D【l）  

鵡牲‖史上斤  F・P、F・人を含む。  

鵬IU色1．吊  机十lがややあり、摘まりかある。F・Pを含む。  

相 色．l．層  F・Pをnろ、F・∧を所々nむ。  

棉亦Iり色1こ吊  机t上があり、締まりがある。Cl￥イ」を所々nむ。  

0  レ60  21n  
第12隊1 2寺井I三居跡・11子」二坑突測図   
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A15卜60m  

＝丑汀紀（tト3）  

仙 色1：屑    枯†＝1余りなく、捕まりがある。F・【）を・合む。  

叫色l．朋   Mlがあり、はまI）カ（ある。トPとClプ†iをnむ。  

柏Iu色上桐   M【があり、はまりがある。F・P，Cll′】と用カ、に伏化拍を・∩む。  

l詩一＝U（土IH    払†lがあり、柑まりかある。付かlこCl下川、）をnL。  

机Ⅲ色l＿吊   れ1．作りりく、摘まりがややある。F・P（2－10川m）をハC。  0  り60  2m  
鵡川色l吊    ′ト織と椚紗亀・ハむ  

第13図  3▲l州三居跡失測閲  

15l．30m  

1．吊71紀（I】－4〉  

1岨色卜吊 一冊かあり、捕まりかある。F・P（2－】0‖＝■りとト∧i・nし。  

2 晰U色上吊 Ⅰご・Pをnむ。  

31U色IH やや肘lと摘まI右小ある。F・PとClヂイ；をnL、。  

‖丑汀相 川－・4l）】1＝  

C15仁10mEl略氾色l雨 やや…と摘まりがある。観相を仙。  
仙色卜吊 M＝1針川く、捕まりがある。師抄とCl…ほ眈。118仙色l屑 hl・机（あり、綿まりがある○トPとCl川をnみ、怖々肌ヒ拍を・合し  
晰U色l桐  h刷がか）、摘まりかある。鮎帽と†づカ、lこClfイ11をnL。5 Ⅰりf†i椚 （＿次用l∧）  

榊U色IH M11i余り†ハ、。師払とCl＝IIJを■ハし。  6 1m明色l椚  F・Pをn（J。  

2野毛喜  Ⅲ色IH  即妙を合む。  7 稲川セl椚 …l、はまり11余りない。ト【）と帽をnC。  
8 榊U色i椚 Ill抄と搾を・∩ろ、lり）を■∩ま／Jい。  

O  l／60  2m  

第14図  4け住居跡突紬順I   
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もl   

A＿I5l．30m  

‾∴こ⊥・ン∴－‾  
5  

旦．1引，30m  8●  

5  

‖什汁紀（＝－4績）  

Iu色1．屑 …上があり、博りがある。F・Pを合し○  

娩tニプtリノク  

l膏岨色l二桐 肘上があり、柏I）カ（ある。Cl羊†；を合む。  

郎＝U色．1椚 h仰があり、織りがある。†雀かに娩土拍、損ヒ物を合み、所々CI誉イiを合む。  

Iu色l．屑 机粧があり、締りがある。所々快lヒ物、伏、娩上フロノクを角む。  

0  

1＋＿  l／30  

旦＿．－5t．00m  

5  

旦．15l．00m  

l吊汁紀（It・－5職）  4  2  4  
軋†iがあり、締まりがある。（雀かにCl‡イjを合む。  

拙作はなく、締まりがややある。Cllイjをnみ、F・PいせかにnL、。  

肘‖余りなく、締まりがある。地上、伏化劇と付かにCl紺を∩む○  

柚椀‖牒巧けく、捕まりがある。娩上11を合む。  

（焼けている〉  

拙作があり、摘まりがある。†嶺かに械‖．Ilを食む。  

机†り汁あり、締まりかある。娩l．、椚ヒ物、伏を食む。  

払ケ上があり、締まりがある。娩l＿I・lとは化物をや圧ん  

Iu色 卜吊  

相関色巨桐  
用色 上吊  
略仙色土桐  
畑lプロソク  

鳴揖色l：桐  

娩l一プリノク  

柏Ⅲ色t屑  

柏用色上肌  

‖輔Ii己 ‖Ⅰ一5）  

栂1土」じ 片 やや…は締まりがある。F・Pと†伽、にF・∧bハむ。  

蛸Ⅲ色上桐 やや†．州と締まりかある。トl）とCIT†－を・nL、。  

カ＝U色プロソク やや肘lと摘まりがある○  

略赤岨色巨樹 （他山）  

川 色】．屑 Cllイiを多くnむ○  

Im  
O  I／さ0   O  l／60  2m  

第16図  5与引主居跡・育夫測図   
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て）＼  

エ．150．90m   

旦150．90m  

O  l／30  1m  

耶17匪I 5り仙l働蘭エレベーション火洲順l  

一也l  

H－6寵  

旦．150．90m  
7  

J  

払†lll余l）りく、はまりがある。Cl＝lIJをnL。  

仙†lがあり、はよりがある。Clト＝＝と付かlこ悦tI七をイIし○  

ややれ1．†霊とけまりがある。Cl！日立と作かに娩l．Iユー・∩む。  

…lがあり、柑まりかある。Cl†〃nと娩l．プ＝ノクも■nLo  

ややl廿lとはよりがある。Cl＝】lJを針）∩ま1日l。  

川化佃、伏、偵l．をnむ。  

h1．†l、はまりか針）机、。Cl‡川1と†削りこ卿ヒけ、娩＝ほnL、○  

他1」  l柚ii  

II日仏l吊  

2 相川色巨吊  

3 1月IU色上吊  

4 1錮此日加  

5 牧lブロック  

6 棉仙色l朋  

7 相関色l研  

8 札l色 卜桐  

l椚／l九！川－6）  

11烏岨色l吊 やや肘lと摘まりがある。F・PとCl††iキ∩し。  

21月仙色一別 MLがあり、はまりがある。CIH】を■多くn〃、†軌、lこF・Pをnむ0  

3 峨仙ヒl桐 I1．†lかゎI）、綿まりがある。†軌、にCl＝】を・nむ。  

lm   O  l／30  レ60  2m  

第181対  6り住居跡・積突測悌  
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】1－7寵  

A＿150．90m  

．旦 旦．】50．50m．L  

腎  
日射‖L！（‖【7旛）  

用色IH  やや肘lと捕まりかある。C樟八川とF・PをハC。  
IU色＝紗吊  ややh1．捏と摘まりかある。  

晰U色f■削 れl■†Iがあり、締まりがある。C樟イ汀1をノnみ、仇1I左し■れ々∩し。  

榊U（生l屑 肘lがあり■、摘まりがある。Clず川ほ合み、牧‖ほ多くnL。  

棉栂色l屑 締まりがややある。C甘＝肌用＝Iほ付かにnむ。  

l合帰色l眉 …1があり、締まりかある。杉＝ト1と伏化物とJ夫をハし。  

稲帰色IH れ廿lと摘まりか針川い。CI戸川－1と晩II克をハL・。  

榊り色士JH h刷があり、摘まI川ある。If†iと悦巨を・合まtハ、。  

l斜里色l柄 Mlがあり、l績まりかある。Cl＝胴惨くnむ。  

1．桐ilJlさ（‖－7）  

l吾川色t′屑 肘とがあり、摘まりがある。Jれ々F・PとF・人をnむ。  

棉Ⅲ也t椚 Mlがあり、はまりがある。CI拓を多くを■合む。  

相関色】二屑 Mlがあり、はまりがある。付かにClデイiをRL、○  

川色上桐 肘上がややあり、摘まりがある。C樟パを合む○  

榊U色1二吊 附lかあり、綿まりかある。所々l†パI克をnむ○  

lH汀荘（lト7l）il】〉  

1 机也l周  机†lがあり、はまI）かある。Cl≠イ】をnし。  

2 相也卜屑  やや払性と摘まりがある。CIHiをヘル、所々焼」l克をnむ。  

31酬肌＝州l＋粧lがあり、摘まりがある。l！パをハまtハ、。  

l／60  2m  
第19以I 7母性居跡火洲悦  

A．150．60mノ  

う   5  

写ア  B■  旦▼150．60m l  

5 ネンドブロック  

】／H71祉（‖【8）  

Ⅲ色 卜椚  M嘉と綿まりかややあり。師紗をnん、作カ、にF・1〉lほnL、。  

IU色 巨吊  一冊とはまりがややあり。財抄とF・PとCl≠†，をnし。  

伏仙色砂門7■りク机†日食り左く、摘まりlまある。  

棉め、机色】欄  肘lがあり、睡まりかある。If†ほ・nまない。  

射U（真上困  れ州があり、摘まりがある。師l砂をnろ、伏化物をrl（ノ。  

Ia用色】侶  …上があり、はまりがある。緋‡抄を∩ろ、IY†iを∩ま互い。  

仙也l椚  肘lと捕まりがややあり。作カ、lこ放‖ほnむ。  

1．H71il！（Il－81）－】）  

l 相 也 上 吊   紘一tと綿まりがややあり。0．2－2〔mのF・Pi▲nむ。  

2 軋 也l吊   帆一川（あI）、綿まりかある。抄門tトム7りノクをハむ。  

旦＿150．50m．皇  

2モ≡∋「  

日射IJL！（‖－8】）itl〉  

】IU也 巨椚   砧什があり、摘まりがある。Clf†iをnみ、†懐かに牧＝、ほnC。  

2 1斜里色l屑   机†けあり、締まりがある。†削、に憤l．1々をrIL。  

旦150二さOm【）一  

㌧二√－  

O  l／60  2rn   

第201宝】 6・け†扶瑚亦架洲順I  
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l桐「りしぃ削－8甘）  

Ⅲ色l吊  打．†暮とはまりか余り／ハ、。附抄とF・PIユをハL－。  

剛U色IH   仏日11りく、けまりがある。鞠】紗、収化物とFり】IJを∩む。  

ヾ‖U色IH  帖†lがあり、はまりがある。根化拍を多くnみ、†せかに憤lを・nL、。  

剛U色IH l1．†lと悼まりか余り／ハ、。娩卜l辻を多く∩む。  

Ⅲ色l吊  抑抄をnむ。  

bl  A15l．50m． s  AI  

lI－8寵  

l／30  1m  

耶21段I 8与引棚‡跡橋架測図  叫  

／一ご≠ト  ‾bl  

▼A．150．70m  A■  

2  

カタラン  l  A．150．70m l  

4  

旦．15070m  l  

】．購ナtlt！（‖一0噛）  

lu 也 t 周   払†豪と締まりがややある。ね砂とF・Pを▲合し。  

柑色l出  柑，†lと捕まりかややある。F・P、Cl！fiを合（J。  日射l紀」‖一9）  

帖†＝川く、け遽I川tある。（軌、にF・PI丘をれむ。  

仏性11／Jく、緯度りかある。細紗をnみ、憎かlこ娩】とF・Pをn（ノ。  

枯†lがあり、はまりがある．船抄と娩上をnむ。  

…上があl人相まりかある。鼻吏化物を多く代ろ、（雀かに娩上を合L  

M【があり、悼まI）がある。打Ⅰ抄を∩み、（鋸、にClさイiをnむ。  

机†とかあり、け凍りがある。絶妙を合み、（鋸ゝにドり】と1‖と拍を合む．  

相色」．岩  

槻色土用  
析I柚色土用  

相和色t：Ⅵ  

柏相色上肌  
用色l別  

Iり（史 上．出  

川氾色上吊  
机仙と締まりがややある．絶妙とCl戸イ】をrlむ。  

柚†＝什あり、はまりがある。  

CIFfiを合み、付かlこ2～3〔rnのド・Pを■托し。  

柑．†lかあり、締まりかある。  

ClりII克と（雀かlこ娩】．と伏化物l，nむ。  

桔＝があり、綿まりがある。l〃iそ合まない。  

れ廿lかあり、暮踏まりがある。  

押払を食み、仇l二71コックを▲含む。  

払†り汁あり、摘まりかある。細紗を代ろ、  

僅かに娩II克t）合む。l亨ハl汀け巧い。  

机†lがあり、摘まりかある。  

抑紗を合み、僅かに娩1．I、lをnむ。  

払†1と柑まりがなく、細妙を合lノ。  

5 相冊色．上甘  

6 棉赤柑色l．朋  

7 柏IU色 上桐  

8 相川色】．吊  

9 相関色IH  

】0 娩l．プリソク  

11Ⅲ1生 ．H  

l朋往来い‖－9 pill）  

1 瑚也．上層  仏性とはまりがややある。F・P、娩t．、椚ヒ拘をnむ。  

2 軸 也l：周   粘性と拝まりがややある。F・PとロームIdを合し。  

3 供Ⅲ也 上旭   払†lがあり、博まりがある。  

。二  ＝一門l己（lト9 ptt 2）  

用色 I．朋  仇性があり、けずりがある。F・Pと†軌、lこ以‖ヒ佃をnむ。  

瑚 色l．欄  仏性があり、はまりがある。娩…を■nむ。  

牲l紬色上欄  帖性かあり、綿まりがある。l‡†iを▲nま1ハ、。  

棉lV色l欄  枯惟があり、織まりがある。僅かに娩上とU－ムlほnし。  

弟22挟1 9－i・川陳瀾・耐火帥順l  
lm   

O  l／60  2m  
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A150．50m  

旦150，50m  

＝削M己（Ⅰト】0・11）  

糊色」屑  精性と始まりかややある。F・P、C酎iを合み、所々伏化物を合む○  

IU色1．椚  机性と捕まりがややある。F・P、い盲†】を代ろ、僅かに娩‖ほ合む○  

且l紬色】，月  払性があり、始まりがある。・娩111とは化物を企む。  

1夫†u色払1フロンク締まりがある。  

O  I／60  2m  

旦‥150．40m  A】  ‾  

⊥豆㌢⊥  

もL  

H－10緒  

8
 

． 

ネンド   

1州肌朋（Ⅰ卜・11輔）  

机†lと摘まりがややある。租抄とI√・Pをnむ。  

細紗と娩上拍を合む。  

拙作と締まりがややある。l口砂、F・P、械‖．1立を指し。  

納付があり、摘まりかある。娩l二I克とノ美化物を食む。  

附け（あり、摘まりがある。用かに娩II克をnむ。  

机作があり、はまりがある。娩卜71コソクを合む。  

l 礼l色 上層  

2 Ⅲ色】．旭  

3 紬也1．購  

4 1斜里色l屑  

5 拍仙色l吊  

6 硝机色上層  

皇150．40日l  

l．椚～－紀（lt・・10鶴）  

1 鞘色l周  柚†とと締まりがややある。陶砂、F・P、娩II立を合む。  

2 揖也l．屑  柚ケ上と摘まりがややある。帖砂とF・Pを合む。  

3 棉糊色1．桐  純一とと締まりがややある。紺砂、娩土I立と（堰かに伏化物を合む。  

O  l／30  lm  

竺．」50．40m   

節23図  10号・11弓†＿lリ戸！跡・輔失測園  

A15Q50m  A  ＿  

†Ⅰ－12寵  

1屑7LJ己（‖－】2鱈）  

払†とと締まりがややある。絶妙とF・Pを合む。  

杭性と締まりがややある。I】l砂とF・Pを食み、付かに焼1．I克を合む。  

仏性と摘まI）がややある。娩l：プロノクと娩土I丘を合む。  

帖佐があり、締まりがある。l盲目ま食まない。  

粘性があり、締まりがある。娩卜拍と†雀かlこ伏イヒ物を膏む。  

砧†とがあり、締まりがある。傾かlこ娩土I－1を合し。  

Iり也，1：周  

囲色l，融  

柏瑚色．1：屑  

棉洞色t周  

輸緑色1層  

棉糊色l村  

立  ＿旦．150．50m  

lm   0  

1＋  
l／′さ0  

第24図  12号仕屈跡稲実測図  
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左  A．150．60m  

旦．150，60m l  

旦   
＿   ……＝＝】12，  

相色l什】l廿lと締まりがややある。陶砂とCl￥†iをnむ。  

仙色l．桐 肘lと持まりがややある。＝抄とClf†】をnむ。  

l刷（む＝H 肘【があり、摘まりがある。附砂とCIIイ；モ合ろ、†墟かに焼tり、伏Iヒ軌を食む。  

仙色 上屑  
釣棚也IH  

M上があり、けまりがある。ね抄とロー－ムI立を含む。  

Mlとはまりがややある。■】抄を∩む。  

l／60  2m   

第25図  12け住居跡珠洲順l  

／〆ゴ伊ノ  

A．150．501n  

‾琶蓼⊥A山上  

＿旦150．50m  

上屑～rJ己（‖－13廿〉  

】IU色l：吊  

2 相色 上屑  

3 柏岨色上吊  

11舶机＝≠  

5 噂用【生IH  

6 相IU色IH  

7 川色IH  

8 相仙仏1吊  

れ■■†lと柑まりがややある。納紗、C廿日．l、＃‖一lほnむ。  

肘lとはまりかややある。陶砂とCl！川ほ合L。  

肘＝川く、射りかややある○仰臥Cl†川d、枚1．プ＝ックを合む。  

附lと帽まりかややある。削抄を・ハみ、†桐、lこ娩上‖と肌ヒ物を合む。  

軋Hと綿まりがややある。細l砂をnみ、†勅、lこ娩＝ほ∩し。  

附上と織才I）かややある．付かにノ美化物をnむ。  

…lと柑まりかややある。帖抄をnみ、（机、lこCl≠川ほnむ。  

…lがあり、川プリかある。帆lをnま1ハ、。   

A．150．60m  【D】  

4  

1吊汁ん 川－13）  

軋Hと柑まりがややある。l日払を■nろ、†づかにCl†日々をnL－。  

払†lがややあり、はまりがある。舶払を∩ん、†肋、にl・、り∴tコーム≠、偵I11を∩し。  

机†上があり、粗まりかある。Iq砂を∩み、lトムIlを多くnむ。  

机作があり、綿まりかある。師抄を合み、帽カ、に娩l．11と伏化摘を付し  

れ1．サlがあり、はまりがややある。削抄を合み、lれ々1】t【むととリー一ム■7りノクをハ（ノ■。  

Il．†嘉かあり、はまりがある。絶脇・をnみ、付かにF・P畳・nむ。  

lu色l．吊  

IU色l桐  

肘色l吊  

相関色上吊  
IU色IH  

相岨色l吊  

旦．150．30m．立  

ざニー一一、  
＝射Il己（1l－】3【）－2）  

l 仰山色t出  帆†＝汁あり、けまりがある。僅かにCl讐了iを代ろ、帖紗b脅L、。  

2 1合冊色1桐  畑偉かあり、締まりがある。娩上I克を多く合み、陶砂bnむ。  

3 和也 t．吊  払†lがあI）、はまりがある。拝†膏イ＝‖ハ、。  
旦．15030爪 立  

。由一  
‖綱往㍍㌧‖－13 D－－1）  

1 峨仙也1桐  畑作があI）、けまりがある。†lかにCl事†iと娩tI虚を飛ん、虹抄b含U。  

2 相仙色t二周  机Hがあり、けまりがある。憤】．Iかを多くヘル、帖抄b食む。  

3 相色上層  枯†lがあり、はiりかある．（嶋かに娩l．I上をハむ。  

旦．I50．30m ．巨   

‾‥辛■  
l別け」l！川【131）－3）  

lIu色】二川  机付かりく、細抄を合L、。  

2 棉相色IH  机作とけまりかややある。†響かに牧1．Idと伏化拗を合む。  

O  l／30  lm  0  り60  2m  

椚261文1 13り‖渦潮・朝火州挟I   
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＝丑汁打（‖－14）  

d lIU（む上州  
2 岨色IH  

3 日色l椚  

4 川【むl吊  

5 川色l．H  

6 Iu色l椚  

払机とけまI川1ややある。CIH】と一個i・nみ、用かにlT・PをnL■○  

附lと柑まりがややある。Cl††】、Iり，、Jぷ化物、紅l妙を1む○  

W】と持まりがややある。I机、にCl†川ほnみ、l【妙llnし○  

れ州かあり、摘まりがある。削抄を合し。  

れ1．†lかあり、締まりかある。細抄とU－ムlほnむ○  

Iノ勅があI）、綿まりがある。削砂と【J－りほnみ、  

l伽lに娩IIJとノ美化拍i・nC。  

0  り60  2m  

‖腋汀荘（‖－1ノ11）  
A＿150．70m  d  

払出と綿才りがりく、陶砂と憎かlこF・PをnL。  

粘性と畑まりか明く、稚かにF・Pと愴l．I虚をRむ。  

陶砂と所々娩lこプロノクを合む。  

細抄と娩1＿Iユを食む。  

柑．作とけまりが余りりく、付かに娩l．と附抄を合む。  

附岬あり、はまりがある●悩7日nま机、。  

払†lかあり、はりがある。l事†iを八手／ハ、。  

用色1．吊  

相色．1．吊  

相川也IH  

相関色上旭  
昭和色l吊  

棉栂色IH  

棉糊色l・侶  

O  l／さO  lm  

第27図  14り†二l三居跡・惰突測以I  

バ
U
ト
十
 
 

＝廿往紀（1卜15）  

lI町仏工侶＋1Mlがあり、はまりがある。Clf′i、F・l）、I】抄を合む。  

2I刃也l吊 …lかあI）、けまりかある。0－2→】Om－・lのⅠ・、・Pと付かにCl紺を∩み、  

ロームと削払をノ∩し。  

〟 3 …色IH 肘「か机、粧＝川ある。付かこ娩‖沌nL、。机＝Jnまい、。  
‾  4 1U色姑門吊  机ヤl、摘まりルこなし。  A．150．40m  

O  l／60  2m  

邪28図  15・号住居跡突測l翼I   
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A．15L60m  ．A   

頂「1「 

ト屑ハJJ（tl－16）  

仙色l吊 肘＝よ余りなく、摘まりがある。F・P、娩＝竜、扶化劇、打】砂をnむ。  

IU色】屑  札付があり、締まりかある。娩lプロノク、F・P、伏化†れ机砂をnむ。  

榊U色l朝  礼性11余りなく、はまりがある。伐lニプuノク、l火、伏化†勿を・甘h  

l糾明色l吊  娩卜7しトノクと付l．プuノクをnむ。  

伏仙色机上プロノク 持まりがある。  

IJl色】椚  仙仰があり、はまりがある。†軌、にC樟イiを合む。  

稲川色l吊 肘トがあり、柑まりかややある。Cl≠†i、抑抄と作かに用‖ほnL・。  

＿一■ → －  

＼
 
、
－
－
．
－
■
．
－
－
－
－
・
－
－
 
－
 
 

旦．150．∝加＝旦  

■モ∈芦  

1．明月り己（‖一16 D－1）  

lIu色1二欄  枯†tはりく、締まりかややある。如紗と†墟かにCl！Jiをたむ。  

2 糊也1こ桐  帖サーと綿まりがややある。CI≠イ】、師抄、」火を合む。  

3 棉Iu色，上欄  仏性があり、摘まりかある。所々Ilイlと附砂をnむ。  

O  I／’60  2m  

＼  

＼ 
＼   仙川経線・   
＼＿＿＿＿＿＿一－←－－‾‾一‾  

／  

邪29図 16巧住属跡実測図  

A．15l．50m  

FA  

月＿．15上さOm  

J一尺グリッドl勺 ソ川相聞  
6  4  

l州け‖2りト8グリノド叫のノJ形通用）  

IU色】：吊 肘上とはまりがややある。F・Pを合み、lれ々F・∧bnし。   

川村色l二屑 払†tとけまりかややある。絶妙とF・Pを■合む。   

ul色1・屑 肘上がややあり、摘まりかある。Cl￥7iを合ろ、所々トPを合し。  

l相川把ヒ周 …Lがあり、締まI）がある。C机；を合む。   

相色卜吊 附上があり、拍まりがある。†生かにF・Pを■合む。   

川也 上欄 払サl、はまり八こなし。Cl！7iを・多く合し。  

IMナIJJ（D－2）  

I日 仏 巨 H  軋†lとはまリカ巧く、iけ妙とI・－・Pをnむ。  

IU 色巨 桐＋I冊と摘まりがややある。舶抄を合み、F・P（Z】ll】n－】cnl）を合む。  

咽 色l．吊  仏性とはまりかややある。舶抄を∩み、F・PとCl†川塵をnむ。  

IU 色l．H  畑作と瞳まりがややある。机抄を代ろ、F・【－と扶化拘を∩む。  

l舌訪、Ⅲ色l桐  畑†＝いあり、摘まりゎける。l￥イIをnまない。  

て＝フ∠←  

O  l／60  2m   

第30図  方形通購・2弓二l二坑実測図  
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W－1・A  

A＿l引．80m ．A  
W－1C   

旦．15I．50m  

をn（ノ。           l⊥三ニ・－′  

l一7t‘J 

虻1．。色．h．主；椚ある。  
F・Pを合U。  

2 川色l．桐 肘lと悼まりがややある○  

帖砂を多くnむ。  

3 仙色巨桐 Mlと綿まりがややある○  

搾とF・Pをnむ．  

唾孝1●  t二月7一書【！（W－1・∧〉  

柑糊色1J“ 机†＝汗あり、けまI）かある。F・P  

2 1月IU色IH l1．†lと締まりかややある。In抄とF  

3馴化冊 …川針ル、か、削りがある。り‾ム九ノクと…－ほnLo  

ル               イ 10色l二吊  柑．†l、織まり余り～し。l‖】IJと払1．を∩む。  4 日軸色」欄 肘川あるが、けまり11ない。  

絶妙を多く合む。  

51川色上村 肘lがあり、はまりがある○  
稚かにl‡7i喜八U。  

5 I美和色払吊  付，†Fとはまりがないo  

HM汁訂（W－1りけ  
W－卜D  

W－い8  

竪‾静■塵  

Dl  紗  H 班ハ込ろのIll紺と冊を仙。旦．15l．40m  
2 IU 色I．H  机†＝1余り1日、か、はまりかある。  

l√・Pと僅かにC廿日・lをハむ。  

3 1月町色l．桐  畑サト、摘まり余りりし。  

小職を∩み、帆砂を多くnむ。  

1 棉赤雷U色仁桐  畑†＝汗あり、はまりがある。  

】．H汀紀（＼V－l・D）  

1 織1色卜欄  軋†上とけiりが～く、F・Pを∩む。   

2 IU也l．吊  帖†tとけまりがなく、  

躊と付かにF・Pnむ。   

3 囚也l：H  粘性Ii余り〃く、はまりIiある。  

F・Pと付かにCl￥†iをハム・。  

1 棉揖色IH 附lとけまりカ巧く。抱抄を多く合し。  

＝M汀．J2（＼V－1・lこ）  

亡  ．  

僅かにCI日常咤ハし  旦＿15l．60m W‾巨E   

】 掴1†1  

2 IU色IH  肘lがややあI）、はまI）かある。（雀かにF・Pをnし0  

3 1U色l吊  川砂とl√り〉合む。  

4 IU色上桐  川砂を■nし。  

5 1舌赤Ⅲ色】．プロノク（他Lll）  

6 抄   出 （lllHiの織れ込ろを∩い  

7 川真上上伸 †削りこ什とF・PrIぐ。  

！i 伏槻色＝抄屑 粘性11～く、締まりがややある。  

仙川Jt！（＼〉－l・3J）  

lIり色l吊 M豪と綿まりかややある。F・PをnUo  

l仙山  2 川色lけI h購と輪まI川増やある。I■と付かにド・Pを食む。  

1 31神化冊  
1Iり色l．吊  

5 IU色】吊  

6 机IU色仁吊  

7 八川色l吊  

8 リl色1H  

附＝：はまりがりく、小■と抄をnむ。  

W‖針川く、はまり11ある。F・l】と†伽、にCII†Iをハむ。  

附けあり、用まりがある。所々にClf†；そ介し。  

hl，†‖i余り／Jく、はまりIiある。C樟石と僅かにF・Pnも、。  

机†lとはまりカ（余り／ノく、l‡Jiをnまりい。  

れ1．ケ上とはまりが余り／▲く、Cl亨†iをハU。  

W－l  

＝什汀れ（W－l・2）  

lIぢ色1JH  軋†＝1りく、はまりIiある。  

F●P（1～3nlm）を■nみ、  

所々「・∧プロノクをnし。  

2 Iu 色 t．吊  札†【とはまりがややある。  

†甘かにCl‖iをnむ。  

3 リこ†U色砂吊  綿まりかあり、軋＝かややある。  

d 一尺Iり色l：H Mlと締まり11針）りく、  

小僧と鮒抄を汀し  
5 I舌根色l．H Mlがあり、持まりかある。I■と＝抄を・nむ。  

6 1貪赤揖色IH  払†Iかあり、摘まりかある。  

（場かにCl†7iをnむ。  

7 軋l色】．H  払†lとはまりがややある。†軌、にl・、・Prlし。  

8 揖 色1．H  軋†‖1余りなく、はまI）llある。  

憎かにF・PrIろ、リームI克を・nむ。  

9 肌 色1．侶  机†嘉とはまりが余りりく、Cltりjをnむ。  

W－2・A  

策肌  哩15仁20m －  W一ト2  

W－1  

1吊汀打（≠■Ⅵ2・∧）  

1川 I†1  

2用 色】吊 机†‖ハあり、けまりかある○  

ド・Pを孝くnL。  

3Ⅲ 色IIH 払†lがややあり、はまりがある○  

l坐かにF●I〉を∩し。  l仙汀〟（≠’一3・A）  

A－1川化卜侶…州り、はまりがある。IIU色Ⅷ 附1と捕まりかややある。  A．I5l．70m  ll】（1、10‖＝ll）を合C。  

2 1U色】桐  畑†＝汗あり、摘まリカlある。  

Il）トlをnし。  

3 八Iり色I川  畑‖lよ余りなく、l為まりはある。  

ト【，と用かにC巾′lを合L、。  

1リt色1H  肘lとI爵まりが余りりく、Cl拓1多くnL■。   

lれ々F・PとF・∧をnL。  

51椚那須肌用1h1．ケい上し。  

6伏相仁沌‖H れ細川し。  

7 h1．1 什IJ人色を－－り。  

81人肌色析払吊 tl，†l／ょし。  

91月赤I境色t桐 畑†＝汁あり、  w－2・b   9  

鼠15l．40m 二㌣ノ  
W－4・A  

W‾3●B  旦勧・旦  

＝両l紀（＼〉－3・B）  

】 釣IU色上欄  軋†＝i余りりく、けまリIiある。  

F・1，とCl！石を・nL－。  

2 －Jl色上 州＋払仇とはまりが余り く、Cl†パを■多くnみ、  

ローム拍b膏几。  

3 棉赤相色】二桐  机†lかあり、締まりがある。†軌、にClf／iを∩し。  

W－4・8  w－4 C   

旦＿150．5伽－．仁   月．15l．60mせ   宵 ア  
1リHrlJ己ハ〉－4・n．C）  

1 机色騒1砂州 ド・Pをnむ。  

2 1月d＝U色l吊 l廿lがあり、綿ょりがある。樟†iをnま／ハ、。  

0  り60  2m  

β■  l・柚IJl＝＼V－2・ll）  
摘まりがある。  

】IU色 t′局  机＝がややあり、はまりかゎる。  

F・Pを多く∩し。  

2 IU色IM  机†lかゎり、は童りかゎる。  

F・PとC樟イiそ代ろ、†軌、に、扶化拍を甘h  

3 mlU色」H  机†り汁あり、はまりがある。  

所々人IJのF・Pを∩み、Cl†川互bnし。  

旦．15l．50m  A－  4 稲岨l椚 紺州り・はま伸ある。  

所々CIH甘圧点七。  

盛土  5 …色冊l…かあり、柑まりかある。打払と小鵬耽。  

l吊il紀（≠－4・∧）  

帰色細山欄 F・Pi・nむ○  

Ⅲ仁川狛抄出 F・Pと川砂をnし  

相粗色削紗吊 やや肘fとはまりがある○  

相色l巧妙別 口－ムプ【Jノク亀・nUo  

JJl（土即妙H Cl事′iをnむ。  

「、よ∵  
釣31飯I l～4号溝跡失測図   



遺物実測図1  

∩
＝
＝
＝
り
 
 

鉦梗ヅ軒禦   
H－2－1  

トト1紺1  

■
 n

U
 
 H－2－3  

て＝≡ニ＝こヨ：  

【トd－1  

lト4－3  
‖－2－5  

O  l／3  10¢m  

－Ⅳ  ▼  

lt－4－4  

O  l／5   



遺物実測図 2  

闘－∴  
一拍6  

20cm  l／5  

－－・情1  

て∵－‾、・ニー．．：  ・い 
、     ・r、 

・一・I．I∫1  ー・郁 2   

ロ   

′§≡≡雪二   

l一朝3  l／3  10cm   



遺物実測図 3  

トト3－2  

rl－3－1  

／．一二軍㌔二、  
H－4－1  

lト3－3  

H－3－4  

り5  20cm   



遺物実測図 4  

H－5－4  

【ト5－3  

H－5寵1  
1ト5－5  

H－7－l   

O  l／3  10cm   トト6－1  

≒－‾一三  
lト5－6  

20cm   O  l／5  



過物実測図 5  

トト8－3  

■
 
′
 
 
●
 
 

′
 
 

■
 
′
－
 
 
 

へ
 
／
・
′
l
 
l
、
、
 
 

．
 
 

・
・
へ
裾
耳
 
 

．
 
 

H－12－1   

＝－12－2  

O  l／5  10cm  



過物実測図 6  

D－1－1  lト14－1  

D－2－2  D－2－1  

W－1－2  

W－1－▲析  

吊〓〓〓〓〓〓”  

l
 
h
、
 
▲
．
．
．
．
．
■
叫
▲
 
 

W－2－1  

W－4－－▲措  

W－3－1   

0（：m  



1巧守膵！跡瑠  

1一別lミ居跡額セクション  

2▲りイ三lリ云跡山二卜遣物扶況  2りイ三】り戸‡跡川二卜遣物扶況  

2与件属跡伸二仁遣物状況  2号住用跡朝   



図版 2  

3う引さl渦潮蘭セクション  

4弓イ：Ⅰ三居跡川二t二道桝人況  

4－り†l三居跡翻  4弓イ三i：居跡F＝二l二地物状況  

1号～4号住店側全景   州二t二過物状況  



図版  

H－1－1  
H－1寵1  

H－2－2  
H－2－1  

毒  

■鰐「  

H－2－6  H－2－5  H－2－3  

H－2－4 一括 3   

H－4－2   
H－4－1  



図版 4  

H－4－4  

Il－4－6  H－4－7  H－4－ 5  

調 1 ∃  

一括 1  

成  

一括 2  

一括 5  一括 6   



図版 5  

調褒区全i詫  

綱蚕前現況（繭から望む）  調査前現況（柄西から望む）  

作葉風沼   作業凧i請   



1弓イ三l燕働刷二1二道物状況  1号住屈跡  

1号住屈跡覇  

3号住居跡廿仁上道物扶況   

3号住屈跡山ニヒ追物状況  



図版 7  

4り†三iリ書跡＝二卜追物状況  4り†三膵‡跡冊  

5印判冊射＝十遇物状況  

5り往川跡鰍＝土迫物扶況  5年住届跡縦  

6引棚‡跡  6・シ川り．相称撒   



図版 8  

7号住用跡  7一別l潮跡積  

8号住店勧廿二l二退物状況  

8与封Ⅰ淵働刷二I∴追物扶況  8号住屈跡嘲  

9号佳屠跡山二卜遣物状況   9弓住屈跡  



図版 9  

10・11号住層潮  9引三l；居跡絹  

10・別l掘跡‖H二迫桝人況  11号†三iリ召跡出二1二道物状況  

10・11巧住居跡覇  12弓イ三一三居跡  

12号†二l三居跡け1土漬物扶況  12弓住居跡軌1日二通物状況   



図版10  

13一別三lリ戸＝跡  13号住屈跡出二上道物扶況  

13・別：iリ請‡跡鞘  14・別三l三居跡  

14別三Ⅰ三居跡稲  

‘ 1藍  

、－、‥ノ∵憾謳  惑  

15号住居跡  15一号住屈跡川土追物状況   



図版11  

16・l引主居跡推定範囲  16号住属跡貯蔵穴状況  

2号住屈跡1号土坑川土地物状況  1号土坑山二l二地物状況  

2号土坑rlH二地物状況  1号溝全景（商から望む）  

1弓・満山二1∴迫物状況   1号溝全景（北から望む）  



図版12  

2号溝過物山土状況  2号溝全景（東から望む）  

1・3号溝（西から望む）  1・2号洒（東から望む）  

3号溝適物Il二1土状況  3・弓▲溝全景（西から望む）  

4琴溝全景（北から望む）  4号溝遇物山土状況   



図版13  

㌍  

㌢〉  

H－1－2   H－1－1  

∂蓼酢，威  
H－3－2  H－3－1  

H－3－4  H－3－3  

義
舅
蔓
磯
凋
ご
㍉
 二   く■三、  

H－5－1  H－4－1  



図版14  

Ⅰ－Ⅰ－5－5  Ⅰ－Ⅰ－5－4  

瞑  

rI－5磁1  

H－6－1  H－7－1   



図版15  

●・ 
：ゝ．・、． 、郎  

H－8－2  

tトー8－1  

Il！■ru   

H－8－3  

l†  

H－9－1  

H－9－2  

H－9－4   

H－9－3  



H－11－1  H－12－1  

H－12－2  Il－14－1  

J   ぬ   

D－1－1  D－2－1  

D－2－2  W－1－1  



図版17  

W－1一括   

W－2－1  

W－4一括  



＋  ＋  

＋  

＋  

Ⅰ6日l  

第   



平面図（2A－42）  
18  2  t4 I5  I6  1   

＿去＿   

19  0  21  22 ．  

j‾’11駈几・・ヰ  
1Jさ！・◆モ、＼  

∵
 
∴
 
 

ト
い
‥
、
 
 

S＝l：400  

」
 
 

凡  例  

二1．師 住 居 跡   

刑 称  

よ  l‥  坑  

Ⅵ
 

l
 
 
 
‖
Y
 
 
 
ヽ
ノ
 
 
 

山
 」

 
 
 

U◆  U…＝  

ノ
 

′
 
 
／
．
．
■
↓
 
 

W
≠
Ⅴ
 
 

人
L
 
 

“
“
 
 

瑞
 
 

、一三、 ‥・  
＋  

＋ ＋∂ン  
十   1－  

ヨ b ＋  
十   ＋ゎクIシ ＋  

○  

寸－  」一    一卜  十  」－    ＋  

X■ 455？  Yい711？L   

図  



滑里前原住宅団地造成事業に伴う  

埋蔵文化財発掘調査報告書  

熊 野 谷 Ⅲ・Ⅲ 遺 跡  

日
日
 
 
 

5
 
1
 
 

2
 
3
 
 
 

月
月
 
 
 

3
 
3
 
 

年
年
 
 

3
 
3
 
 

成
成
 
 
 

平
平
 
 

刷
行
 
 

印
発
 
 

発行者 前橋市埋蔵文化財発掘調査団  

前橋市上泉…J664番地の4   

編 集 スナガ環境測設株式会社  
前橋市背柳1けI211番地の1  

印 刷 有限会社サク ラ ヤ  

前橋市石倉IllJ一丁目   


